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も
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く
の
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恐
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の
開
始
也
ら
れ
た
る
時
、す
ル
ラ
は
總
統 

に
任
命
せ
ら
れ
た
。
而
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て
總
統
の
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期
は
彼
れ
が
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れ
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繼
續 

.
す
.可
き
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總
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彼
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憲
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す
る
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向
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す
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も
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で
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な
か
つ
れ
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從
つ
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彼
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官
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せ
し
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し
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總
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又
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运
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.
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狀
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總
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ら
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た
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れ
れ
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鸹
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。
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植
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狀
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あ
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。
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す
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彼
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產
權
ど
共
に
彼
れ
の
新

«

法
を
擁
護
す
可
き
常
備
の
衛

戌
兵
を
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出

し
た
の
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あ
る
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權
剎
を
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せ
ら
れ
た
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の
奴
隸
中
よ
り
最
も
年
少
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な
る
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萬
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入
を
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し
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し
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に
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隊
た
ら
し
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た
る
が
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の
目
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よ
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出
で
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る
も
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。
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は
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の
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彼
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は
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ヤ
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ブ

カ
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に
よ
つ
て
周
到
な
る
注
意
を
以
て
建
設
せ
.ら
れ
た
る 

憲
法
を

1

_

の
下
に
破
壞
し
て
、元
老
院
の
支
配
を
完
全
に
復
活
し
た
。
ヶ

1

ヤ
ス

•ダ
ラ

r
カス 

の
峙
代
以
後
、政
府
は

.恰
も
首
府
の
貧
民
に
暴
泐
の
權
利
を
許
容
し
、而
し
て
穀
物
の

配

給

に
よ 

つ
て
之
れ
を
質
收

レ

た
る
の
觀
が
あ
つ

t

e

oサ
ラ
は
今
や
斯
く

の
如
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給
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廢
北
し
た
。
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し
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之
れ
じ
領
土
の
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税
徵
收
を
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負
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し
め

-

陪
齊
官
の
職
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を
委
任
し
、

I

般
的
視
祭
に
際
し
特
嫌
の
場
席
を
侧
當
て
、
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法
上
確
然
た
る
維
位
を
賦
與
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ん
ビ
し
た
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負
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1
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]度
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前
の

3 5

細
餌
人
の

«

付
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簿
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。
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。
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.る

も
，矽

で

あ
ら
ぅ

。

f
f
i
冗 

前
六

t

七
年
護
民
：官

r
 

R
o
s
c
i
u
s

 

o
t

h
o

の
.L

e
x

 

R
o
s
c
i

仰T
h
e
a
t
r
a
K
s

に
ょ
つ

て
.

騎
士
階
級
は
從

| &

の
‘
.特
權
を
囘
復
し
、觀
覽
場
に
於
け
る

%

,

考
院

_

員
席
に
次
げ
る
十
四
列
中
に

c .
p 

q

l
§

a

e

-

■
■ 

‘ 

：.
.. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

 

.

c
i
m

 

g
r
a
d
f
b
u
s

 

s
i
v
e

 

Q
r
d

B 'i
b
u
s
)

彼
れ
等
は
特
別
の
場
席
を
有
す
る
こ

^
J

>

爲
つ

12
0

爾
後
元
走
院

議
員
階
級
は
唯

I

の
特
權
階
級
ヒ
爲
つ
た
。

9

F

 s
,

 

3
4
5
-
3
4

0\0
"

.

著
し
く

.

減
少
せ

_る
元
老
院
議
員
の
數
を
袖
充
し
、恐
ら
.く
は
又
た
永
么
に
其
の
眞
數
を
增
加

,笫
十
八
猞

(

二 

一 
一

S

S 

’腧

骶

茧

命

期

；の.羅
馬

| :

於
_け
_る
社
會
翻
^
^
榻
 

笫
九
號 

七M:



第十八：傲

C

1

S

六〕

論
: :

說

革

命

期

.の
雜
馬
レ
於
け
る
社
會

_

爭
續
縐
 

第

九

號

七

山

、

す

!̂
の

;@
的
を
以
そ
約
三
，百
，
9
 

、
こ

e

、
爲

C
V

た
.。

1

族
議
會
次
.之
 

れ
‘を
騎
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階
級
に

®
:す

る
者
i

ぅ
指
名
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。

而
.
し

て

皮I
等

W
栏 

:;
^
し
.VI

:

方
に
於
て
は
元

.老
院
議
員
の
家
柄
に
屬
す
る
少
壯
者
か
ら
、他
方
に
は
最
近
の
革
命 

K
-
J
っ
グ
傑

'出
せ
る
ナ
ル
ラ
の
士
官
及
び

3£
の
他
の
者
か
ら
選
出
せ
ら
れ
た
る
と
は
幽
よ
り 

f

然
で

*

る
。

同
.時

に

元

老

院

議

員

た

る

の
方
法
も
亦
た
變
化
し

た

。
從
來
は
啟
察
官
の
召 

■
#

M :
袖
：
>
、若

^
く

，
は
，，
_執
政

.官

、
奉
.行

：友 

三
上
級
長
官
職
の
.一
を
奉
す
る
に
出
っ
て 

元

.絮

院

の

議

席

を

占

む

る
こ

ビ
.を

得

.た

..の
で
あ

る

。
下
位
の
長
官
戳
た
る

"1
说

宫

說

及

び览
 

部
舉
行
職
は
放

の
m
席
に
對
し
て
何
等
の
權
利
を
與

ふ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た

が
、
監
察
宫
は 

:0
'
し
て
屘
れ
パ
等
の
宵
職
を
保
持
せ
る
人

V
を
選
擇
す
る
の
傾
向
が
あ
っ
た
。
即
ち
紀
元
前
第 

四
：；；：

紀
の

■ 

4葉

»

し
く
は

.末策に發布せられたるに

N O
v
i
n
i
a

が
說
察
官
は
最
良
の

^
/ 

V 

よ

K
v (ex 

Omni 

o
r
d
b
e

 

o
p
t
i
m
u
m

 q
u
e
m
q
u
e
)

選
出
す
可
き
こ

S

を
規
定
し
、而
し
て
、惯
例
上

「

最
良
の 

人
々

」

が
.

民̂
に
よ
っ
て
上
級
長
宫
に
選
任
せ
ら
れ
た
る
者
解
釋
せ
ら
れ
て
よ
り
、元
老
院
に 

於
け
る
議
席
及
び
投

:.
M

權

は

法
雜
上

2
e 

j
u
r
e
)

前
者
に
屬
し
た

の
で
：
あ
’
る
が
、後
者
は
單
に
事 

質
山

's
e f

a
c
t
o
)

の
*

刺
を
有
し
た
る
に

過

ぎ

な

か
っ
た
。
元
老
院

議
員
を

指

，
名

し

、
之

れ

を

其

o:
名
適
よ
り
刖
除
す
る

®

察
官
の
職
能
は

.

愛
に
廢
.除
せ
ら
れ
、而
し
て
元
老
：院
の
_
席
は
造
營 

司
よ
.

6

;奪
は
れ
て
兇

#

奉
行
に

與

へ
ら
れ

た
。
而
し
て
是
れ
ビ
同
時
に
兇
事
奉
行
の
數
は

A
 

名
よ

5
 

ニ
十
名

.
に
^

加
，.
せ
ら
れ

f t
*

削
除
の
特
權
は
事
實
，上
當
初
の
嚴
肅
な
る
意
義
に
於
て 

行
使
：ず
ら
る
、
こ

€
は
ね
か
つ

^

が
’兎
に
角
是
れ
迄
法
律
上
監
察
官
に
屬
し
て
居
つ
た
の
で 

あ
る
が
、這
般
の
特
權
廢

II
:

:
は
從
：來
事
實

：

上
元
老
院
議

R

の
享
有
せ
る
不
削
除
の
性
質
を
確
定 

す
る
の
效
果
が
あ
つ
た
。
是

」

れ
ま
で
は
平
均
三
百
名
以
下
で
あ
つ
た

^

推
定
せ
ら
る
、
元
老 

院
_

貫
.
の
數
は
著
し
く
增
加
せ
ら
__れ
て
キ
ヶ
ロ

の
時
代
に
は
出
席

,多
き
會
議
、に
於
て
は
四
百 

+ '

七
人
を
數

へ
た
t

云
.

ふ
こ
ビ

で
あ
る
。
斯
く
の
如
&
大
增
員
を
必
要
な
ら
し
め
た
る
も
の 

ば
陪
審
官
の
職
務
：が

^

老〗

院
：に
移
さ
れ
た
る

が
爲
め
に
其
の
任
務
が
著
し
く
增
加
せ
る
に
山 

る
も
の
で
ぁ
る
。

'

特
M

別
住
命
の
元
老
院
議
員
及
び

.

兇
事
奉
行
は
共
に
植
族
議
會
に

よ

つ
て

指 

名
せ
ら

n

た
る
が
故

に
、是
れ
■迄
間
接
に
人
民
の
選
擧
權
に
基
け

る
元
老
院
は
茲

に
全
然
直
接 

一

1

般
人
民

"

の
還
壬
に

基
く

こ

ど>

爲
り
、槪
し
て
寡
頭
政
治
の
本
質
及
び
古
代
の
意
見
€
矛
盾 

す

る

こ
ビ
な

き
代
饑

政

治

に
接
近
す
る
に
至
つ

.
た
。
睐
に
長
官
の

.諮

_
機
關

た
る

性
贺
を
脫 

し
'

て
* :

官
を
支
配
し
、

_

治
を
行
：ふ
に
至

b

た
る
元
老
院
は
固
ご
長
官
に
®
し
た
る
其
の
議
員 

館
十
八
卷

-

(

ニ
.
5

七)

.：
：
論

：
：
說
茧
命
期
の
羅
馬

U

於
け
る
疵
會
闘
箏
績
編
 

笫九
號七
七



料

银
T

'/
v
i
餘
.

：
(

•

ニ
五

A ')

 

0

說

本

命

肌

の

蜂

偽
！！

於
け
ス：：

M

#:
闘
f;
l

威 

菸

九

號

b .
八

，の
任
命
及
び
：除
名

®

を
彼
れ
等
ょ

o

奪
ひ
、莨
官

0

權
カ
其
の
者
の
依
賴
す
る

e

等
し
&
法 

的
0

礎
の
上
に

0

-4
し
を

®

い
た
の
で
あ
る
。

.

P

M
名
簿
を
鄗
览
し
、
!:
の
儘
に
姓
名
を
抹
殺
し 

附

加

ず

る

監

察

官

の
過

：：

火「

な
：
る
;*
能
は

a

:

K整
然
た
る
寡
頭
政
治
の
憲
法
ビ
相
容
れ
ざ
る
も 

の

で

あ

つ

た

。

今

：ゃ

兇

：事

奉

：
行

0

選
任
に
山
り
滿
足
な
る
疋
規
的
補
充

0

用
意
成
れ
る
を
以 

で
■

察
官
の
訂

IE
は
.無
用

.ど
爲
，つ
た

> 

-而
し
て
這
個
監
察
官
の
職
權
停
止
に
ょ
つ
て
凡
ゆ
る

を
取
得
せ
る
支
配
階
級
を
構
成
す
る
者
が
移
動 

位
に
在
る

の

一
事
は
決
定
的

ど
爲
つ

た

の

で
あ

フ
寡
：頭
政
治
の
根
本
原
理
，即
ち
議
席
-
投
擧
ビ 

せ
し
め
ら
る
、
こ
ど
な
く
し
て
冬
身
其
の
也 

る
。

(
i
b
i
d
.
,

 

S
.

 

3
4

o \-
3
4
9
0
o

十

II'

.

羅
馬

R

於
け
る
凡
ゆ
る

«

• &

の
性
贸
は
晚 

;0
た

0

で
ぁ
る
。
羅
馬
の
市
民
す
ら
是
れ
に 

紀
元
前
八
十
九
年
を
以
：で

*

璐
：の

.市
_

權
，.
を 

L
も
の
で
知
つ
た
。

;!
:

特
#
邵
 

漸
次 

役
：禀

.0
結
果

_

愈
々
，；
益
；々
嫩
則
の
_
銜
敉
し

に

共
和
政

0

後
期
に
於
て

頹
駿

を

來

し

つ

、
あ 

參

加

す

る

I

s
が
尠
少
で

.あ
つ
た
の
で
あ
る
が
、
 

獲
得
せ
る
併
太
利
沿
住
民
に
至
'っ
て
は
一
層
然 

都
市
暴
民
の
集
會
に
趣
ぎ
ざ
る
も
の

^

爲
つ
た

o
- 

く
は
間
接
の
效
妝
を
表
示
す
る
も
の

^

爲

0

て

1 

.

.

. 

-

次
第
に

*
非

の
利
益

S
隔
絕
す
る
に
至
つ
た
。
サ
グ
ラ
の
改
革
は
形
.式
上
議
會
の
立
法
權
に 

觸
る
、
乙
令
が
な
か
つ
た

-'
"

而も
；！

切
の
立
法
に
於
け
る
'元
老
院
の
發
鱗
權
は
疋
式
に
碲
保 

せ

ら
れ
た
る

を

以
て
：事
，

實
，前
：
翁

の
立
一
法
權
を
制
限
す

i

の
必
要
を

見

な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

是
.れ
が
©

め
に
人

K

は
.
容
易
に
：政

.
府
の
袁
志
に

"

反
し
て
行
政
、財
政
若

::
1

.

く
は
刑

5
1

裁
剑
權
に 

干
渉
す
る
こ
ビ
を
得
；ざ
る
こ

e

v

s

o

れ
：？
.

if
f

l

し
：て
人
民
の
聲
は

:«
際
上
憲
法
の
變
革
に
同 

觀
ゼ
典
，ふ
る

.
の
範
園
內
じ
释
限
め

.ら
れ
た
。
人
民
が
西
人
組
議
會
に
於
て
長
官
を
選
任
す
る 

#

權
刹

「

ば
サ
ル
ラ
の
干
涉
を

‘
受
く
る
こ

€

.

な
く
、彼
れ
は
又
れ
八
十

|
八
年
：に
於

.
け
る
$
等
し
く 

サ
、丨
グ
ィァス
の
舊
投
票
法
を
復
活
せ

/v
k
:す

る

乙

ビ

ず

ら
な
か
つ

た
。

革
新
派
の
僧
職
選
摩 

に
對
す
る

.

干
涉
は
廢
難
せ
ら
れ
た

"

®
•た
に
最
高
僧
職
の
選
任
を
槪
ね
人
说
に
委
讓
せ
る
九 

i r
a

j:

年
の

L
e

x

 

D
o
m
i
t
f
a

 

d
e

 

s
a
c
e
r

IQ.
o
t
H
S

の
み

«

ら
す
、主
敎
長
及
び

C
u
r
i
o

 

M
a

x
m

u
s

に
關
す
る
同
樣 

の
1

« -

規
は
サ

グ
ラ
.
の
：妹
，殺
；す
る
，所
ヒ
爲
‘
、僧
侶
圈
體
自
ら
其
の
團
體
員
の
補
缺
を
行
ふ
の
權 

(
c
o
d
p
t
a
f
l
o
)

は
.
.完
金
.
に
ff
i

.

rf
を
觀

12
0
 

(

3

0

?
 X

X
X
V
H
.

 

3
7
0
0

同
時
に
任
官
の
資
格
に
關
し
種
令 

®

る
制
限
が
新
た
に

.

設
定
せ
ら
れ
苦
し
く
は
確
認
せ
ら
れ
た
る
こ
せ
は
晋
人
が
©
き
に
一
言 

せ
、る
が
如
く
で
ぁ
る
。

.
即
ち
總
ベ
て
の
執
政
官
職
候
補
者
は
豫
め
泰
行
職
を
.奉
じ
舉
行
職
の

笫
卞
八
卷

(

ニ
131
;
九)

0

說

苹命
.期の繃

#
レ
於
け
る
败
會
續
綱

. 

笫九號
 

七九



第十

A
狯
，

(

ニ一六〇

)

論
說
单
命
期
の

.羅
馬
じ
於
け
る
社
#.
闘
爭
績
槻 

第
t

J

八
〇

.

.

..候
補
渚

.は
免
事
奉
行

.
:®
を
■奉
せ

■ざ
る
を
，得
ざ
る
も
の
で
あ
つ
て
、唯
だ
鱔
營
甸
職
は
之
れ
を
芹

逆
ざ
る
も
可
な
^
ネ
の
ビ
爲
つ

'■

た
の
で
あ
る
。

9

0:
.
, S* 

349-350.)。

'

.

h

:::
-
國
家
，最
高
の
長
官
は

.此
：の
時
：代

に

於

セ

は

上

護

早

官

、執
政
官
及
び
奉
行
、並
び
に
踩
察

.

.
;1
&

0 :
H

博
體
で
あ

つ

た
。

是

^

等
の
ぺ
も
：の
.は
總

ベ

て
ザ

ル

ラ
の
反
動
的
憲
法
改
正

に
ぬ
つ
て

‘

解
大
な
ダ
職

’權

の

減

；殺
を
蒙
つ
た
。::
;
而
し
て
最
も
强
大
な
る
打

*

を
受
.け
た
る
も
の
は
言
ふ 

;

「 

:
ネ
で
も
な
ぐ
護
民
官
で
あ

b

官
の
職
務
上
の
行
爲
を

S

し
て
、之
れ
を
無
效
な
ら
し 

:'
.

:.
め
、而

〗

し
て

_

の
杏
認
權
を
無
：，視

し

た

る

總

ベ

て

の

者

に

罰

金

を

課

I
、之

れ

を

懲

_

す
る
護
民 

:.
官
本
來
の
權
利

(

言

a
t
l
a
n
d
i
)

は
依
然
ビ
し
て
彼
れ
等
に
與
へ
ら
れ
て
居
つ
た
が
、而
も
干

 ̂

符

0

濫
片
は

.I
K

に
：市
；民

的

^
在

を

破

壤

す

可

き

诗

重

な

る

罰

金

を

以

て

所

罰

せ

ら

吖

た

ス 

同
：时
に
彼
れ
辕
の
勢
力
反
び
威
力
は
彼
れ
等
が
元
老
院
の
許
可
な

「

く
し
て
人

K

に
議
\
«
し
一 

ベ
は
法
を
彼
れ
等
に
：提
出
し
て
議
決
せ
し
む
る
こ
ど
を
禁
じ
、而
し
て
諧
民
宵
職
を
奉
じ
た
る 

者
は
將
芴
之
れ
ょ

X

高
.き
：官
職
を
奉
ず

る
乙

^
を
得

ざ
ら
し
め
た
る
こ
個
の
命
令
に

11
|
つ
 

て
著
む
く
 

W

S
 せ
ら
れ
た
の
で
あ
る

O 

(

P
B-
Sn

s
p
u
s

 

Sallustius, 

H
f
s
t
o
H
a
r
i

 

Librf 

Q

s.nque, 

frv 

グ Qr. 

L
e
p

 ; 

c
l
? 

s
i
s 

c
a
f

 r, 

D
e

 Bello 

c
i
lv.2 

H

l

l
 A
§

、

iir 

a
p
.
u
t
 ̂

I
F 

4
, 

9
;

-

I

t

.

.
-
r
v
:

.

.

.

.

.

. 
,a-
-
-一.m

19;...pro 

Clu. 

.
 4Q

;. In 

: 

v
e
rrv 1.

.0
0
; Appianus, 

B. 

C. 

L

 

100'; 

.r<
<,
.
_
'oo
vo
.
-n
ps'
s Velleius: Paterculus, 

Hist-. 

orfae 

R
o
m
a
n
a
e

 a
d

 M
.

 v
i
p
i
c
i
u
m

 

C
o
n
s
u
l
e
m

 

JLibri 

D
u
o
,
l
i
.

 

3〇
；
lo
£
^
G
S Asc

o
n
l
u
s

 p
c
a
i
a
n
u
j

 m
 cornelio.)。

執
政
官
及
び
率
行
の

■
.
力
も
亦
た
典
の
內
政
：上
及
び
.軍
事
上
の
咩
豸
が
佥
錶
分
離
せ
し
め 

ら
れ
た
る
が
爲
め

に

制
限

を

f

ざ
る

を

得
な
.か
っ

一

た
。
是
れ
迄
執
政
官
本
來
の
任
務
の
外
、
 

特
殊
の
長
官
の
任
命
な

.き
凡
ゆ
る
公
務
は
兩
執
政
官
に
委
ね

•ら
れ

「

て
ゐ
た
？
首
府
に
於
け
る 

.司
法

〖

事
務
ビ
ジ
、
リ
ァ
、

T

丨
デ
ィ

.

二
ァ
及
び

W

西
班
牙
の
四
海
外
領
土
の
.統
治
ど
が
六
舉
行 

に
ょ
つ
て
分
擔
せ
ら
れ
ね
る
乙
ど

.'
は
te
述
の
如
く
で
あ
る
が
、首
府
の
非
司
法
的
事
務
ど
大
陸 

所
領
に
於
衫
る
軍
事

:-
±

の
指
揮
：ヒ
は
兩
執
政
官
に
委
ね
ら
：れ
て
ゐ
た
。
，是
：れ
'等
八
名
の
長
官 

を
以
て

.足

.ら
ざ
る
非
常
の
場
合
に
は
、特
殊
の
堪
事
的
指
撣
％
彼
れ
：等
の

任
：.

期
滿
了
後
に
延
長 

せ
:&
る
、
か

(
p
s
r
o
g
a
r
e
)
、

若
し
く
は
非
軍
事
的
任
務
が

'合
同
せ
ら
る

.
、
の
常
で
あ
つ
た

“ 

”

へ
 

.ば
羅
埸
に
於
け

+る
南
；胃
法
事

^

が
同
一
の
舉
行
；に
ょ
つ
て
行
は
れ
、若
し
く
は
首
府
に
於
け
る 

執
政
官
の
任
務
が
市

:■
;率
行

0

手
に
取
扱
：は
れ
て

H

長
官
を
し
，て
非
常
の
任
務
に
就
く
の
自
山 

を
得
せ
し

‘む
る
が
如

5

は
：！

疋
忭
で
あ
る
。
而
も
斯
く
の
如
き
場
合
に
は
元
走
院
は
®
に
非
常 

任
務

W

範
圍
及
び
杇
使
を
限
定
す
る
の
み
で
あ
つ
て
、何
入
が
之
に
當
.る
可
き
か
は
長
官
自
ら 

‘浓十八

_卷

(

.二
一
六
，
1)

論
魏
革
命
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の
羅
得
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の
合
意
若
し
く
は
柚
籤
：

.
，に
*

5
0 :
:

て
決
せ
ら

' 

る
可
き
も
の
で
あ
っ
た
。
最
近
一
西
年
內
に
漸
次 

六」

個
：Q

新
部
屈

％
創
設
：せ
ら
れ

.
た
。
::
;

マ

ヶ

：ド
オ
ー
ー
ァ
、
亜

弗

利

* 1

、®

細
亜
、ナ
ー
ボ

Y

ゾ

(
N

I
O

 

M
a
r
t
i
u
s
)

キ

y
キ
ァ
の
五
新
領
土
の
總
督
職
及
び

-S
四

十

九

年

'
力,
パ

I 
二ァ

ス

(
L
u
c
i
u
s

 

G

a

r
 

U
3
I
U
S
P

 

:
p
i
s
o
)

の
提
案
に
藻
い

V

羅
馬
の

.
長
官

0

苛
求
に
對
す
る
領
土
民
の
愁
訴
を
裁
判
の
形
式 

を
以
て
審
間
す
る

t e

述
の
常
置
委
員
會

(
q
u
s
e
s
t
f
o
o
r
d
i
n
a
r
i
a

 

d
e

 

r
e
p
e
t
u
n
d
i
s)

の
議
長
職
が
是
れ
で 

あ
る
。
然
も
長
官
の
數
は
增
加
を
見
る

i

ビ
が
な
か
：っ
た
。
元
老
院
は
任
期
の
延
長

(

L

)

 

に
*

S

っ
て
空
職
を
補
充
す
る
の

.
態
度
を
採
っ
た
。
：：憲
法
の
正
文
に
從
へ
ば
、凡

V

る
最
高
長
官 

は
年
々
市
民
に
よ
つ
て
指
名
せ
ら
る

» 1
.

き
も
の
で
あ

0

^

:0

新
制
度
の
下
に

^

て
は
、空
虛
は

主
年
レ
て
任
期
の
延
長
に
山
っ
：て

«

充
せ
ら
る
：可
き
も
の
で
あ
っ
て
、元
老
院
は

f

ヶ
年
間

#

. 

-
. 

.

:

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
• 

■

務
せ
る
長
官
に
對
し
て
適
法
に
吏
ら
に

j

ヶ
，
年

を

：附

加

す

る
.
.を
常
じ
し
た
の
で
あ
る
が
、又
た 

任
意
に

.

之：れ
を
拒

«

す
る
こ

.

ビ：が
出
來

^

斯〜

て
國
內

R

於
て

®

も
重
要
.且
つ
有
利
な
る

.

.

. 

• 

- 

• 

.

.

• 

I 

i 

. 

.

.

地
位
は
最
早
市
民

に
よ

つ
て

補
充
せ

ら
れ
す
し
て

市
民

の
選
擧
に

よ
つ
て

作
製
せ
ら
れ

た
る 

競
#
;
者
名
簿
の
中
か
ら

元
老

院
に
よ
っ
て

補
充
せ
ら

れ

ft
。

斯

く
の
如
き

地
位
の
中
、海
外
の 

指
憚
梅
.は.最
も

有
利
：な
る
：
が
爲
：
め
に

特
に

獵
宫
.連
動

®
ん
な
り

し

を

以
て
、典
の
任
務
が

法

律

J1
S

し
く
は
事
實
上
首
府
に
服
定
せ
、ら
れ
た
る
諸
長
官
、即
ち
市
內
の
司
法
•
務
を
管
掌
し
つ 

>
あ
る
南
舉
行
並
び
に
執
政
官
に
對
し
て
も
亦
れ
屢
令
興
，の
任
期
の
：滿

'了

ビ
共
に
之
れ
を
委 

す
な
の
常
で
あ
つ
れ
。
斯
く
の
如
き
は
サ
ル
ラ
め

11
前
：，に
ー
存
し
た
る
狀
態
で
あ
つ
位
。

彼
れ 

は
此
の
延
長
の
方
策
を
機
ん

.で
、之
れ
を
以
て
羅
馬
市

.民
に
對
す
る
長
官
の
政
治
的
權
カ

€

#
 

市
位
に
對
す
る
典
の
：軍
事
的
權
カ

ビ

の」

間
：ゅ
完
全
な
，る
分
離
を
行
ふ
の
基
礎
た
ら
し
め
た
。
 

執
政
宵
職
及
び
奉
狩
職
は
爾
後
靈

一

に
翌
年
に
延
長
せ
ち
れ
、初
年
は

13
1
へ
政
上
の
任
務
に
、次
年 

.は

®

事
上
の
任
務
に
當
て
ら
れ
れ
。
⑽

.方
的
に

^'
民
政
上
の

«

力

:^
®

事
上
の
權
カ

S
は
憲 

法
に
ょ
つ
て
久
し
き

.以
前
か
ら
夯
離
せ
ら
れ
て
ゐ
た
。
前
者
は
市
の

_

標
以
內
に
盡
き
、後
者 

は
其
の
以
外
に
始
ま
る
。.而
も
尙
ほ
同
一
人
が
其
の
手
中
に
結
合
せ
ら
れ
た
る
政
權
ど
兵
權 

ヒ
を
把
持
し
て
ゐ
ね
。

:;
,
爾
後
、執
政
官
及
び
寧
行
は
元
老
院
及
び
市
民
ど
對
接
し
、執
政
官
代 

(
p
r
o
c
o
n
s
u
l
)

及
び
奉
行
代
，

(
p
r
o
p
r
w
t
o
r
)

は
軍
冢
を
指
撺
す
可
き
も
の

^:
爲
つ
ね
。
而
も

一

切
の 

兵
權
は
法

#

it
前
考

^

6
,截
斷
：

：

せ
ら
れ
、總
べ
.て
の
政
治
的
行
動
は
後
者
か

^
切

h
.離
さ
れ
た

< 

爾
し
て
羅
馬
の
市
民
團
體
は

\

ビ
.コ
ン

(
R
u
b
i
s
)

河
南

0

全
伊
太
利
へ
亞
を
抱
擁
せ
る
が
故
に
、
 

.
*宫
の

.軍
事
的
權
域
は

^

0
小
河

0
南
に
：
5$
‘長
す
：る
乙
ビ
が
な
か
つ
た
。
而

L

て
此
の
地
域

.
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九
號 

八
四
；

的

に
は

通

常

軍

隊
も
：司
令
官
も

存

す

可
ら
ず
ミ

做

す
も
の
は
.憲
法
上
の
根
本
原
則
で
あ
づ

た

。

.

.

.

.

.
,
 

'. 

.

.

.

.

. 

.

.

.

. 

•

:

奉
行
は
：今

や

六

名

ょ

0

A
名
に
僧
員
せ
ら
れ
た
、而
し
て
十
名
の
上
長
：官
は
職
務
の
新
配
備
に 

:®
つ
七

其

の
在

®

の
初
年
に

は

首

府

：の
事
赘
に
：任
じ
、其
の
巾
一
一
名
の
執
政
宫
は
統
治
及
び
行 

政
.に
.、jij

名

の

^

行
.

.

法
の
.，施
行
に
他
の
；六
名
は
'新
た
に
編
制
せ
ら
れ
た
る
刑
辦
裁
判
の

-:
' 

施
行
に
當

5
、次
、年

に

於

て

は

執

政

宫

代

»

し
く

'ば
h奉
行
代
ビ
し
て
シ
；

西

班

牙

、
，マ
，
ヶ
ド
一
一

'

ァ
、5 5

細
逝
3 5

茆
利
加
、ナ
ー
ボ
！
シ
、キ
リ
キ
ァ
及
び 

た
：る
伊
太
利

^

北
部

;0
ゴ
1
,

「(
G
a
l
l
i
a

 
a
s
a
l
p
i
n
a)

の
十
總
瞥
職
の
指 

S

督
官
は
正
式
に
廢
止
せ
ら
る
、
こ
ビ
が
な
か
：つ

' 

た
が
、其
の
主
要
な

た
る
こ

-̂
は
飯
述
の
如
く
で
あ
る
。

(
M
o
m
m
s
e
n
,

 
op. 

c
i
r

S. 

3
5
0-
3
5
7
.)。 

、

+
:
E
:
.
.
.

_

:

'

' :
.

:.
:

:;

:
,::
:

:•
■
サ
ル
ラ
の
制
定
せ

.る
奢
侈
禁

Jh
法

(
L
e
x

 

Corneliae 
de 

s
i
p
t
u
a
r
i
a
e
)

は
是
れ
ま
で

S

察
官
の 

任
務
た
り
し
も
の
を
.遂
行
せ
ん
こ
ビ
を
企
圖
せ
る
も
の
で
あ
る
。
，羅
赐
に
於
て
は
恍
に
王
政 

時
代
ょ

b

し
て
雜
儀

.に
華
齋
を
跨
、

、綺

羅

を

飾

る

を

収

締」

る
の
：.法
规
が
存
し
て
居
つ
た
。
而 

，し

で̂
.
.
*

T* ,1

一
銅
德
中
に
も

^

俄
の
費

.月
を
限

^

せ
.5,
レ
規
則
が
存
し
て
ゐ

.た
。.(cic.be.Leg". if.'

る 抓 m 、 ら

職 權 土 グ  

權 を 中 ア  

が 賦 に サ  

剝 與 附 I 

奪 せ 加 デ ' 

せ ：ら せ  

ら れ ら T 
，れ .た れ . 雨

紀
元
前

1

一
首
十
五

^

每
の

L
g
o
p
p
p*de Cultu M

u
H
e
r
u
m

は
如
何
な
る
婦
人
ビ
雖
も
半

r̂(
u
n
d
a
>

 

以
上
の
金
を
持
參

k

異
色
の
衣
裳
を
彩
し
、莽
し
ぐ
は
公
の
祭
禮
巾
を
除
い
て
は
都
市
内
又
た 

は：其
の
一
喁
以
內
に
於
て
乘
物
に
乘
る
可

.ら
ぎ
，る
こ
ビ
を

«
定
し
た
。

il
-
bの
法
制
は
第

 

一I

力
 

れ
ネ
ゴ
戰
狡
の
必
：

®

に
軀
ら
れ
て
發
布
：せ
：ら
へ
れ
た
る
も
：の
：；で
；あ
つ
た
が
、存

»
-
ニ
十
年
に
し
て 

_

九
千
五
年
を
以
て
廢
比
せ
ら
れ
た
。

Livius

は
此
の
法

_

の
廢
北
に

li
し
て

^

は
れ
た
る
興
，
 

味
あ
る

»

議
を
誌
レ
て
ゐ
る
。
力
ト

1

は
其
の
廢
止
に
反
對
で
あ
つ
た

。

(

F

 XXXIV. 

1
-00
.

)

。
 

約

'百
八
十

.四
部
の
交
に
歡

«

の
.輸
入
奢
侈
品
を
禁
业
し
た
。

:'
:

0
巴
1
1
3 

Piirius 

Secundus, 

Historia 

Naturalise xliL 

5, 

.XIV. 

I
6
.

)

p
:而
も

fi
r
:
®上
の
目
的
は
往
々

}:
.
し
て
財
政
上
の
目
的

€
背
«
す 

る
o ；

力
'
t
1す
ら
斯

<•
の
如
ぎ
意
見

.を
有
し
て
ゐ
れ
。

最
高
：の
.偷
理
的
管
理
^
最
高
の
财
政 

ー
的
指
撖
す

「

を
結
合
せ
る

®

察
宵
職
は
彼
れ
を
し
て
斯
く
の
如
き

®

見
；を
■抱
持
せ
し
め
た
も
の 

で
あ
ら
ぅ
。

(Liv. 

x’xxix. 

4
4
0
。

初
め
て
食
卓

_の
t

l]
]

を
制

_服
.：せ
_:る

も

の

は

紀

元

前

西

八

十一 

年

の
：：；h

e
x
o
r
c
h
k

で
あ
一
つ
れ
。

」

此
の
法
律
は
宴
.會
に
招
待
し
得
可
き
賓
客
の
數
に
制
限
を
設 

,け
れ
。
力
ト
ー
は
之
れ
が
提
案
^
反
對
し
た
ビ
稱
せ
ら
れ
て
ゐ
る
ノ
次
い
で
發
布
せ
ら
れ
た 

■る
.，？
P
0.
は
西
六
十
一
年
の
卜
益

F
a
n
n
i
a

で
あ
る

o

此
の
法
徘
は
共
和
國
の
第
一
市
民

(
p
n
n
d
p
e
s

飨
十
八
卷
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六

d
v
i
s
o

は
：彼
.れ
等
が

「

大
：取
神
競
技

」

の
際
に
催
す
酒
宴
の
際
に
一
定
限
度

以
上

の
铙
用
を
支
出 

す

る

こ

€
な
さ
を
：執
政
.官
の
：.前

に

宣

誓

す

可
S

を

命

じ

た

る
元

考

院

令

に

發

し
た
る
も
の
で 

あ
る

0
:.而
し

て

後
、消
.費

を

許

さ

る
、

食

用

品

0
:性

質

及

，
び

：
漬
値

を
規
定
せ

る
«

に
於
て

M
这
 

O
r
c
h

一

a

ょ
$

も
觅
ら
に
：步
：を
進
め
：た
る

十
執
政
官
法
が
發
布
せ
ら

れ
た
。

此
の
法
律
は

「

羅
暍 

競
技

/『

平
民
競
技

」

及
び

f

土
#

祭」
：(Saturnalia)

に
於
て
は

j 

I
Hァ
ス
、
他
の
祝
祭
の
©
合

に
は

三
十 

ア
ス
を
投
す
る
こ
€
を
許
し
た
る

も
、
平
日
に
於
て
は
取
に

.
十
ア
：

ス
を
消
費
す
る
こ

ど
を

許
せ 

る
に
.：

過
：ぎ
' な

か

其

の

一.

箇
條
は

■
な

土
產

0

«
萄
酒
の
み
：

を

消
费
す
可

&

こV'

を
命
 

じ
^

る
‘か
故
に
、同
法
は
：又

た

保

護

的

性

.質
を
有
す
る
も
の
で
あ
つ
た
。;
伊
太
利
匪
に
於
け
る 

葡
萄
酒

I生
產
は
又

た
領
土
の

一
部
に

於
け
る
强
制
市
場

の
開

設

に

ょ
o

て
獎

勵
せ
ら
れ
た

o 

(

A
a
u
s

. Genius》
Noctcs'Attic se, 

ii. 

2̂
4 J'

>
B
b
r
o
s

.G
*
s Theodosius: M

a
c
r
o
b

s-s, 

SatuxnaHoru 
日 Conviviorum 

Libri V
I
I
,

si
, I

7
;
P
H
P

 

H
.

 

N., 

X. § 

7
1
; Q. s

e
u
mius 

Florens 
Tertullianus'Apologetic 

J
 vJ 

し。

紀 

元
前
百
四
十

1ニ
年
に

.通
過
を
見
た
る
！

^

«
0:
*̂

は

W

®
上

ド

の

规

定

を
新
に
せ
る 

i
の
に

外

な
ら
な
か

'つ

^
が
、年
次
不
明
の
；Le

x

 

L
i
c
g:
a

に

0
つ
て
，奢
侈

禁
止

法
制
は
新
企

圖 

を
表
示
し
，同
法
は

一

忠
の
日
に
於
て
ー
西
ァ
ス
、

«
宴
に
於
て
ニ

W

ア
ス
、
«

日
へK

a
l
e
n
d
s
e
)
「

ニ
、

'

四
、六
、八、九
、十

「

十
二
月
の
第
五
日
及
び
他
の
月
の
第
七
日

(
N

o
i

)

及
び
市
日

C
N

U
U

d
i

i
)

の
如 

き
他
の
一
足
の
祭
日
に
於
で
は
三
十
ァ
ス
を

&

卓
に

®

す
こ
ビ
を
許
し
、平

P

に
於
て
消
費
せ 

ら
る

‘

可
き
肉
及
び
魚
の
高
に
限
度
を
設
け
、菜
園
産
物
の
消

.

費
を
獎
勵
し
た
。

而
も
是
れ
等
の 

諸
‘

蜂
は

T

般
に
無
視
せ
ら
れ
つ

 

>

ぁ
办
し
が
爲
め
に
サ
ル
ラ
は
紀
元
前
八
十
一
年

.の

L
e

g
e

s
 

c
o

n
e

を
以
て
墓
睥
の
經
費
を
制
限
し
、葬
儀
費
を
制
规
し
、又
た
朔
日
、三、五
、七
、ナ
月
の
十
五 

0

及

^

也
.
.

の
月
の
十
三
日

.c
s

u
s

)
v

ィ
 

(
d

i
e

s
p

d
o

r
u

m
)

及

び

1
.

定

の

祭

日

Q

S

•

疼

)

 

1

三
西
セ
ス
タ

t

シ，ァ

V

を
、他
の

®

:

ベ
て
の
日
に
於
て
一
は
三
十
セ
ス
タ
ー
シ
ァ
ス
を
消
戮 

す
る
を
許
し
て
食
卓
の
奢
侈
を
制
限
し
た
。

サ

,

ラ
は
典
の
要

ノ
テ
ラ

の
死
に
際
し
豪
奢
な 

る
葬
儀
を
衍
づ
て
樂
ら

_

の
奢
侈
禁
止
法
を
侵
犯
し

. '

た
。

(
G

d
L

 

i
L

 

2
4

;

 

c
i

c
。

A
d

 

A
t

t

 

x
i

r
s

s
,

 

3
6

)

 

M
a

c
r

.
,

 

i
f
;

 

p
l
o
t
l
t
.
,

 

S
u

l
l

a
,

00
5

0

V

.

；

.
十
四
：：；
. -
;'
>

.

 

.

■

.
伊

*

利
，
.

?5
都
市
，制
度
の
重
要
な
る
發
逮

.

も
、縱
し
サ
ル
ラ
其
の
人
の
手
に
.ょ
つ
て
行
は
れ
た 

る
も

0

に非すする

i

、而
も
亦
た
彼
れ
の
時
代
に
屬
す
る
も
の
で
あ
る
、從
來
伊
太
利
通
の 

統
治
は
全
然
羅
馬
に
集
中
せ
ら
れ
て
居
づ
た
。

然
し
な
が
ら
此
の
時
代
ょ
ぅ
し
て
各
個
の
共

■

资十
A

.

餘

2 '

ニ
六
七)

:

输
耽
革
命
期
の
羅
馬

K

於
け
る
社
會
關
護
編
：

.

.

.

.

.

.

m

九魏八七：；
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俄
十
八
卷

2:
5
ハ6
 

.論

.敗
堪
命
期
の
羅
艰
に
於
け
る
亂
會
圖
爭
霤

 

笫

九

跋

八

べ」

 

同

®

體
は

著
し
く
地
方
的

,
:

n
r

治
：に
向
つ
て
其
の
步
を
進
む
る
に
至

ク

た
。
,.
元

ご

地
方
；
都

市 

(
m
g
l
c
l
p
l
u
m
)

の
住
民

(municipes〕

は
舉
に
羅
|馬
市
民

0.
有
し
た
る
權
利

0

|

部
、即
ち
羅
馬
共 

同
圃
體
內

R

於
て
傲
產
を
保
有
す
る
の
.私
榄

(jus 

c
c
m
m
e
r
d
i
)

及

び

班

當

-有

效

な

る

結
®

(
m
a
t
-

 

r
l
m
o
i
m

 

l
u
s
t
u
m
)
^

約
す
る
の
私
權

{jus 

C
O
I
m
u
b
i
o

の
み

•

を
保
有
し
そ
居
，つ
た
が
、公

,
、il
)
ら
長 

宫
.選

0
權

(

* ¥s
u
f
r
r
a
g
a

及
び
ヾ
其
の
被
選

擧

權

(

I*h
o
n
o
r
u
m
)

を
享

有

す

る

.」

.ど

な

き
も

の

で 

ぁ
づ
た
。、
彼
れ
等
は
羅
馬
國
岛
ど
し
て
は
伊
：太
利
亜
同

®

者〈

の
：如

く

代

官

：

(

1

^

に
ょ
つ
て
供
給
せ
ら
れ
た
る
軍
隊
を
指
揮
す
る
；が
爲
め
に
執
政
官
：の
任
命
せ
る
十
ニ
名
の
將 

校)

の

下
に
狂
る
部
隊

(cohorts〕

中
に
動
務
せ
す
し
て

51
1
司
令
長
官

(

n
 

l
u

m
,

 

t
r
i
b
g
i

g .H
-

 

tareso.

總
數
六
名
ょ
り
成
る
羅
馬
：軍
刚
隊
の
.：最'高
指

#

官)

の
下
に
在
る
取
幽
隊
に
服
役

5

へ
た
.0 

而
も
彼
れ
等
は
郯
馬

_利
族
の
名

.簿

.中
に
記

■さ
.る
、
こ

.ど
な

.ぐ
、從
つ
：て
又

.：だ

^

れ
等
の
名
簿
に 

依
つ
て
徴
募
せ
ら
る
、
こ
-
な
き
が
故
に
、特
雜
の

®

I]
:

隊
に
配
分
ら
：れね

o

紀
元
前
三
百 

三
十
八
年
に
於
け
る
拉
丁

if
W

の
消
滅
以
後
に
至
つ
で
同
监
都
市
は
へ3

u

s.c
i
p
i
a

の
地
位
；に路 

力
れ

•た
。
社
會
戰

<#
»

に
於
て
は
ニ
樋
の

m
u
n
i
d
p
i
a

r存
し
て
房

.つ
た

o
，‘即
ち
是
れ
等
の
地 

方
教
矿
は
开
式

>
非
.す
说
の
主
梢
.的
獨
立
國

-V
J
し
て
組
織
せ
ら

■れ
、是
れ
に
ぬ

o
て
自
‘已

の
繁

法
—

持
す
る
か
、若
し

.

く
は
參
政
權
を
：取
得
す
る
も

1

切
の
自
治
權
を
獾
は
れ
、元
老
院
な
く 

鸯
窜
な
く
、

己
の

K
t

な
.

く
、p

法
^

務
及
び
造
營
の
營
理
す
ら
雜
渴
の

3 #

行
及
び
&
察
官
に 

象
也
ら
る
、
か
の
孰
れ

.

か
で
ぁ
つ
た
。
此
の
第
ニ
秫
の
地
方
都
市
に
對
し
て
羅
馬
の
與
"へ
た 

る
最
大
な
る
特
權
ゆ
、少
く
ビ
も
特
に
緊
念

r:
0
す
る
訴
潘
が
槪
し
て

; 1

M
の
市
舉
^
に
よ
つ 

CC

ホ
ら
れ
、年
々
此

S

に
派
遣
せ
ら
る
、
代
官

(
p
r
s
e
f
e
c
t
u
s

 

j
u
r
e

 

d

o -l
m

d
o

)

に
よ
つ
て

W

座
に 

爽
定
：せ
ら
る
、
を
許
す
に

® :

つ：た
。
愛
に
於
；で
乎
、是
，れ
等
の
伊
太
利

:5
5

邵
市
は

p
r
a
e
f
s
c
t
u
r
a

 

v
j

 

稱
せ
‘

れ
れ
。

'
地
方
：都
市

)

が
漸
次

)

完
全
な
ト
帘
抝
權

.
を
収

#

せ
‘

る
時
、彼
れ
等
；の
本
贺
は
變
化 

し
れ
。；

||
'

馬
市
の
出
生
に
は
非
ざ
る
气
完
佥
な
る
羅
揭
布
民
に
し
て
、從
つ
て
又
た
«
馬
の
一 

種
"

族
に
，屬

.

し
、羅

M
に：於
て
登
簿
せ
ら
れ
、筲
斑
の
迦
靡

«

及
び
被
選
擧
權
を
布
し
、而

し

て

a
f e 

の
^

圆
塚
に
服
從
せ
る
總

.

べ
て
の
者
は
今
や

^

^

|

ビ
稱
.
せ
ら
る

I

A

K

至
つ
た
。

;'
:
-鲰
會
规
爭
以
後
に
双
び
ー
初
の
：

#

本
利
亜
地
方
都
布
は
羅
媳
の
ョ

g

o*
f

日
i
 

»

せ
ら
る
.、
 

に
至
ら
た
。
而
し

.

て
伊
太

(

利
亜
全
：土
が
：市
民
權
，の
鑛
張
ー
に
出
っ
て

1

個
の
市

K

團
體
ビ
爲

)

り 

た
時
，此
の
大
典
同

I I
ft
s

ホ
に
.

小
共
.
同
園
體
を
形
成
す
る

i

が
必
要
ビ
爲
つ
れ
今
や
®
太
ネ 

亞
全
：土
の
：地
•方
的

_

務

が

，悉

く

_

馬

市
0

提
宵
ド
よ
つ

.

て
處
稱
せ
ら
る
、
ふ
は
不
可
能

^:

爲
：
 

.

:

浪十八
^ :(

十二六九

)

：論
：

E

苹
命
期
の
羅
爲
；に

於

け

晶

會

闘

爭

續

編

'

馆九
號八
九

.

-



•

$

I

A

^
 

C
l

二七

o

〕

.
論

說

革

命

期

の

羅

馬

に

於

け

る

社

會

關

爭

續

編
 

策

九

雛

九

0

0
:t2
o⑴
固

ビ

一

部

：の
地
：方
：都
，市
.ぱ

^̂ 

S自
己
の
組
織
ど
を
維
持
し
て
思
つ
た
が
、彼 

れ
等
が
羅
踢
市
民
中
に
覦
入
せ
ら
れ

'/
2
ーる：時
、羅
馬
法
は
今
や
彼
れ
等
を
拘
束
す
る
に
至

 ̂

 ̂

名
が
爲
め
に
這
般
の
配
備
は

.變
化
：を
受
け
、羅
馬
を
模
範
ビ
せ
る
整
然
た
る
新
政
治
組
織
が
課 

入
せ
ら
る

，

こ

ビ

、
爲

つ

た

。
：彼

れ

等

：は
'部
族

(
c
u
r
i
s

に
分
_
ギ

 

の
命
令
を 

發
布

I
、長
官
を
選
出
す
る
部
族
議
會

(oomitia 

c
u
d
a
t
a
)

を
^
し
て
ゐ
た
。
而
も
是
れ
等
の
權
利 

の
大
部
分
は
第
一
世

^

の
末
葉
に

¥
;つ
.て
羅
馬
：の
元
老
院
に
象

.

.れ，る

|
百
人

0

終
身
_
員 

Q
e
c
u
H
o
n
e
s
v

ょ
り
成
る
參
事
會
の
手
に
移
つ
た
。.
而
し
て
其
の
缺

M

は
：公
：職
を
奉
じ
た
る
豸 

恶

し

く

は

其

の

財

產

に

由

り

て

資

格

を

賦

與

.せ

ら
れ
た
,,
る

者

P
々

，五

年

目

陈

に

補

充

せ

;?
>
れ
ヘ
ー 

た
。
最
高
の
斑
員
は
兩
上
長
官

(
d
u
o

 

vl.rr jcri 
d
f
c
u
n
d
o
)

で
ぁ
っ
て

"彼
れ
等
は
法
官
に
し
て
又 

た
特

R

ii
取
に
際
し
て
民
會
を
主
宰
し
、參
事
會
.に
議
長
た
る
も
の
で
ぁ
る

o

.:
其
の
外
，五
^

に

' 

• 

• 

I 

• 

J 

. 

- 

-

1
:

度
、I

ヶ
年

を

任

期

ど

し

て

選

出

せ

ら

る

：
、
羅

竭

，の

盤

察

官

^
相
當
す
る
雨

quinquensles、

财 

帑
を
管
理
す
る
兩
兇
事
奉
行
、宗
敎
上

.の
扭
務
を
司
る
主
敎
及
び
解
徵

.師

の

幽

體

が

存

し

，て
：ゐ

た
。

司
法
.事

務
は
上
記
長
官
の
外
、上
級

造
營

.司
に
：相

當

す
る
雨
名
の
市
場
法
官
の
手
に
取
扱

，峰
れ〉

た
；。
：’：

： 

.

,

;

-

然
も
：羅
馬
の
支
配
權

「

ば
地

」

方
的
憲
法
豸
：相
並
ん

」

で
:

行
は
れ
た
"
羅
馬
の
官
憲
は
地
方
都
市 

の
宫
*

.
 V

等
し
く
耝
稅
を

.

賦
課
し
、公
の
造
營
に
济
手
す
る
こ
ビ
が
出
來
气
而
し
て
是
れ
缭 

兩
者
の
間
に
衝
突
を

「

來
せ
る
場
合

.
に
は
固
：》

屈
服
す
可

き

も
0

は
地
方

* |

市
で
ぁ
っ

^

唯
だ
司
法

.上
の
事
項

.に

.在
ゥ
て
は
權
限
の
衝
突
ょ

.な
生
ず
可

&

不
便
大
な
る
が
故
に
、之
れ
を 

囘
a

.す
る

が
爲
め
に

.I
E

S:
に
*

限
を
分
割

.せ

る
が

'如：
く
で
ぁ
民
事
及
び
沖

事

の
兩
潘

:K 

罕

つ

て
'重

大

なる

事

件

は

恐ら

く

羅

®

の

官

寧

及

，
び
；：陪

審

官

：
の
；
爲

め

1:
保

留

せ

ら
れ

m

大
ァ 

ら
ざ
る
も
の
、若
し
ぐ
は
極
め
て
緊
急
な
る
も
の
、
み
が
地
方
猢
市
の
法
廷
に
於
て
決
定
せ
レ

外

^:
る
も
の
で
あ

‘

ぅ
？ 

(
M
o
m
m
s
e
n
,

 

o
p
'

c
i.r
s
. 
3s
-3
a\
3
.
J
,

:

c

フ
は
七
.十
九
年
の
初
め
に
至
つ

て

其
の
總
統
職
を
辭
し
、總
ベ

て
の

階
級
を

し
て

事
の 

«

i

に
奥
«
せ

し
め
れ
。

彼
れ
は

P

&

8

H
な
る
其

0

所
有
地
に
退
隱
し
此
處
に
自
然
ビ
藝

相 

，の
美
に
圍
繞
せ
ら
れ

§ :

れ
の
常
に

愛
；：

好
せ
：る
學
間
的

及

び

成
覺
的
享
樂
の

a

に
其
の
餘
生
を 

送

o

れ
。
彼
れ
の
事
業
は
完
成
し
れ
。
彼
れ
は
典

の
味
方
の
何
人
ー
ど

雖
も
充
分
な
る
報
償
を 

得
ず

し

て

彼
れ

に
好
意
を

0

し
、其

1の
敵
平

の
•何
人
ビ

*
も
、十
分
な
る
极

*

を
受
け
中
し
て
彼

. 

,れ
に
危
害
を
加
へ
た
る
者
な
し
ミ

*

し
て
、恩

響
'北つに

克
く

報
復
し

#

^
る
乙

ど
を
誇

つ
た 

第
十
八
卷
、

(

—*
ニ
七
1〕

，
細

魏

：苹
命
期
の
羅
馬
に
於
け
る
社
曾
_

續
編

■■
:
:
_ 
:

第
九
號
九
一



笫
屮
A -
卷

(

3

セID

 

0 

E

,平
命
期
の
雪
に
於
け
る
馨
■

續

:

:

f

免
' 

ムニ
 

彼
れ
は
七
十
八
年
、齡

H

ハ
十
に
し
て
血
管
破
裂
を
以
て

.死
ん
だ
。
彼
れ
は
典
の
死
に
先
立
つ
僅 

力
に
數
日
に
し
て

Memorabilia 

Q
r
r
,
霄

3

ビ
呼
ベ
る
、自

3
の
生
s

e

K
の

が

弋

の

歴

3

こ 

十
二一

卷
を
脫
•稿
し
.た
。
 

：

十
五 

' 

- 

.

.サ
ル
ラ
の
事
業
は
復
興
で
あ
つ
て
、創
造
で
は
な
か
つ
た
。
彼
れ
ぼ
要
す
る
は
寒
頭
跄
府
り 

道
5

過
ぎ
な
か
つ
た
。
彼
れ
の
憲
法
が
永
續
す
る

こ

ビ
の
出
來
な
か

ク
た
の
は
貴
族
幽

a
 

の
無
能
な
卜
し

に

因
る
も
の
で
あ
る
。
サ
ル

_フ
は
要
塞
を

建

設「

す
名

::
:こ

ど

を

#

た

が
、守
備
家 

を
作
々
出
す

乙
e

が
.
出
來
な
か
つ
た
幸
史
家

.

は
稱
し
て
ゐ
る
。
彼
れ
の
死
後
に
至
つ
て
、其
の 

生
前
に
於
て
沈
默
を
守

〜

つ
、

あ

&
し
反
對
派
の
'聲
は
先
づ
彼
れ
の
公
葬

(

I

i

s

反 

對
S

っ：て
揚
げ
ら
れ

た

。

而
も
猶
ほ
彼
れ
の
記

'

懐
は
反
對
黧
の
意
見
を
®
现
せ

し

む

る

が 

爲
め

'に

は

餘

-

I

か
で
あ
つ
た
。::
;

彼
れ
の
遺
骸
は
，前

代

末

環

毗
：に
•呼
サ
ら
れ
其

，
.の
紀
念
碑
は
：軍
神
ヶ
岡

.

に
：建
.立
せ
ら
れ
，

當
：時

«

實
上
民
主
黨
を
指
揮

」

；
 

せ
る
へ
者
は
レ
ビ
ダ

ス

s

i

 I
H
U
S

 

I
d

u
s

)

で
あ
つ
た
。
彼
れ
は
熱
心
な
る
貴
族
黨
で
あ 

ク
す
力

3 :
.
の
' 

シ

、
リ
.ア

f

t

督
&
 

.代
R

わ

.':
へ
：
る.揞
奪
に
對
す
る

.

.

.®
劾

を
.
.免
-

る
V

 

K

爲
め
.こ

!z .對

\黨
に
嗖
じ
れ
る
も
の
で

-ぁ
，る。

.
彼
れ
は
ー
恰

も

f
ぐ
フ
の
膜
.目
せ

.る
紀
元
前
七
十
八
年
を
，以
て 

民
主
黨

.の
首
領
ビ
し
て
執
，政

'官
に
舉
げ
ら
れ
た
。
反
對
黨
は
ラ
ル
ー
フ
の
懲
法
の
破
壤
、穀
物
配 

給
の
復
活
、識
民
官
の
權
ヵ
同

.ff
i

:d
命
者
の
：召

.還
、及
び
沒
收
地
の
囘
极
を
企
圖

 

'じ

た

。

元

老

.院
一 

.は
：不
徹
底
な
*る
穀
物

.法
の
制
定

.を
許
し
た
る
も
、斯
く

0
如
：き：方
策
は
反
對
黨
を
滿
足
せ
し
む 

る
こ

w

な
く
、
_

だ
徒
ら
に
彼
れ
等
を
し
て
大
膽
な
ら
し
む
る
の
み
で
あ
つ

fe
o 

9
。ョ
B

!
 

O
P
. 

声

g
.
I
I
I
_
s
l
6
.
)
。

凡

f

伊

I

囊

民

I

s

眞
の
中
心
れ
る
ェ
ニ
リ
ァ
，に於
て 

內
亂
は
先
づ
勃
發
し
た
。"所
領
を
沒
收
せ
ら
れ
た

る
フ
エ
シ
コ
リ
丄

H

)

入
は
武
力
を
以
て 

彼

rt
等
の
失
へ
る
地
產
を
囘
復
し
た

。

元
老
院
は
跟
隊
を
徴
募
し
、；一
揆
を
鱗

0
す
る

が
爲
め 

に
：南
執
政
官
を
エ

ト

,
タ

デ

に
，派
遣
す
る
の
拙
策
に
出
で
た

.
-果然̂

は元
老院
の

 

®

め
に
武
裝
せ
ず
し
，て
、
1
揆
の
爲
め
に
兵
備
を
整
へ
た
。
彼
れ
は
七
十
七
年
の
初
め
、即
刻
摄 

場
に
歸
還
す

'可
き
を
命
ぜ
ら
れ

/2
る
時
、傲

.然

W

し
て
之
れ
を
拒
み
、識
民
官
の

*

カ
を
囘

&

し

. 

輿

0
:市
民
權
及
び

;»
產
を
剝
奪
せ
ら
れ

/2
る

者

を

舊

狀

；に
復
し
、且
っ
彼
れ
_

ら
當
年
の

#
政
：
 

宵
？
し
，て
再
選
せ
ら
る
、
こ
ぞ
、換
言
す
れ
ば
合
法
的
形
態
に
於
け
る

^

|
3,
3
た
る
こ
と
を
耍

求

し

2 
0

而
も
彼
れ
は
北
ハ
の
膽
官
力
ッ
チ
ユ
ラ
ス

(
Q

u
i

n
t

u
s

 

L
u

t
a

t
i

u
s

c
a

t
u

l
u

s
)

に
ょ
つ
て
伊
太
利

®

..
#

十

八

盤

(

ニ
ー
七

5

踰

餽

.
革
命
期
の
羅
馬
ド
於
け

る
社
會
牌
爭
續
編
：

：
：
；

，
：

,

:

第

九

號

:九
三



第
十
八
港

0

ニ七四

>

:
論
，
犹

'革
命
期
の
羅
馬
に
於
け
る
观
_

爭
滅
編 

：
：
第
九
號 

九
四 

ょ
6

追
は
れ
、ナ

i

デ
ィ
-
ア
に
於

.て
戰
闘
準
備

^

行
ひ
つ
、

•あ
る
間
に
典
の
命
を
終
つ
た
。
民 

主
黨
を
指
海
せ
る
ブ
ル
タ
ス

(Marcus 

Ju.n.lus 

B
r
u
t
u
s
)

も
又
た
‘ホ
ン
ビ
イ
ア
ス
の
爲
め
に
ミ
ユ 

1

チ
ナ

^

^
ぎ)

に：攻

11
]
;せ
ら
れ
、久
し
き

—

抗
崇
の
後
に
之
れ

R
降

b
、終
に
死
に
處
せ
ら
れ
た

o 

- 

 ̂
1
6
; 

Q
c，，Brut. 

6
2
; 

or. ii'3
2
.)。

而
も
偉
大
な
る
民
主
黨
の
首
領
サ
ー
ト
リ
ア
ス

(Quintus 

sertorius)

は
西
班
牙
に
其
の
勢
力

.
 

を
：脹
り

m

方
に
於
け
る
羅
縣
の
死
敵
ミ
ス
ラ
デ
ィ
チ
ー
ズ

S
携
盟
し
、伊
太
利

35
に
歸
還
し

.て
、民 

主
鐵
の
勢
カ
を
復
活
せ
ん
ど
す
る
の
慨
を
示
し
た
。
此
の
危
險
を
囘

.避
す
る
が
爲
め
に
、元
走 

院
は
ギ
ン
ビ
イ
ア
ス
を
執
政
官
代
た
ら
し
め

V四
萬
の
兵
を

^

い
て
、西
班
牙
に
赴
か
し
め
た
。
 

然

し

な

が

、ら
•ホ
ン
ビ
イ
ア
ス
は
猶
ほ
未
だ
奉
行
職
を
奉
じ
た
る
こ
ど

.な
き
も
の
で
あ
る
。
即 

ち
元
老
院
は
自
ら
其
の
政
策
の
主
要
な
る
特
色
を
抛
棄
す
る
の
已
む
な
き
に
至

^S

つ
、
あ
る 

の
.で
あ
る
。
而
も
大

•ホ
ン
ビ

.イ
ア
ス

(pompeius 

M
a
g
n
u
s
)

ご
雖
も
サ
ー
ト
タ
ア
ス
に
對
し
て 

決
.宛
的
の
勝
利
を
得
る
こ

W

が
出
來
な
か
つ
た
。
七
十
ニ
年
、テ
ー

ト

y

ア
ス

r典
の
配
下

パ 

I ‘V

丨
ナ

9
. Perperna v

e
u
t
o
)

等
の
爲
め
に
謀
ら
れ
そ
宴
席
上
に
刺

5

る
、
に
及
ん
で
、此
の 

戰
役

_±
i.

急
速

.に
結

'局
.を
 4

ロ'ぐ
る

.こ

.ビ
、
爲
つ

.た
。

(Liv-, 

EPI.t- 9
0
-9
4
V 

Flout., sertor,: 

P
O
B
P 

“

17-to
.lcy
o

 

, 

:

.

十
穴
へ

.

し
':
:

,
-
.
,
'
'

元
老
院
政
：治
の
弛
廢
ぼ
最
も
党
ぐ
海
賊
の
橫
行
亿
由
つ
て
之
れ
を
認
め
る
こ
ど
が
出
來
る
。
 

洵
に
羅
馬
の
資
本
家
の

.

利
益
が
善
政
を
謳
歌
す

.
可
き

I
 

Iの
範
圍
が
存
し
て
ゐ
友
。
彼
れ
等
の

. 

多
數
は
海
商
に
從
事
し
て
居
っ
た
0
然
る
に
地
中
海
の
全
岸
は
悉
く
海
賊
船
の
製
ふ
が
ご
爲 

つ；て
.
、總
ベ
て
の
海
運
は

'

終
止
し
た
。
伊
太
利

M

は
其
の
生

.
產
物
を
輸
出
，す

;;
る
こ
ビ
も
出
來
な 

け
れ
ば
、又
た
領
土
か
ら

«

_

を
輸
入
す
る
こ

f

L %

出
來
な
か
つ
た
。
前
者
に
於
て
は
興
の
人 

民
は

®

死
せ
ん
で
し
、後
者
に
枉
つ
て
は

壤

圃

の
耕
_

は
#

の
.
產
物
に
對
す
_る
版
路
杜
絕
せ

る 

が
篇
め
に
休
止
し
れ
。
：.旅
行
も
貨
幣
の
交
付

も

共
に
興
の
安
全
を
缺
い
た
。
國
家
は
最
も

ff
i

 

;

大
，な
る
掼
害
を
蒙
つ
た
。

啻
だ
：に
商
人
：の
み
な
ら
：束
東
方
に
：派
遣
せ
ら

「

る
'

、
羅
得
の

®

隊
す
；
. 

レ
年
內
の
最

も

派
上
不
糍
な
る
季
節
に
其

0
.

航
海
を
延
期
す
る
に
至
つ
た
。
彼
れ

0
は
海
賊 

1 S

を
获
る

、

Z
ミ
’
，冬
季
の

a

ょ
り
も
太
な
る
も
の
が
ぁ
つ
た
の
で
ぁ
る
^
時
の
が
贼
は
最 

,
单
單
な

.

る
：剽
盗
の
群
れ
に
非
ず
し
て
、彼
れ

.
等
は
今
や
，特
殊
の
圈
體
的
精
®
<
堅
實
な
る
組
織 

名
、自
已
の
本
據
亡
、惡
ン
魔
主

.
義
の
萠
芽
ミ
、確
然
た
；る
政
治

.
的
計
窬
ご
を
有
す
る

1

個
の
海
賊
國 

.

第

十

八

卷

(

ニ
ー
七
5

論

E

难
命
期
の
羅
思
じ
於
け
る
社
會
闘
淨
緻
.綢

.

.

.

.

.

.

.

.
第
九
號
九
五



辩
十
ヘ

：

卷
c
r
i

七六
：}

徽

.耽
苹
命
期
の
，羅

#
U
於
け
？
社
會
醐
淨
销
緇 

.第
九
號 

九

六

：

を
形
成
す
る
も
の
で
あ
つ

^

。
彼
れ
等

.

は
®

だ
に
濫
隊
の
航
路
を
要
し
た
る
の
み
な
ら
す
*最 

'
も
：神

る

ff
i

f t

を
椋
め
，伊
太

.
利
3 5
:
の
海
岸
を
荒
し
た
。

彼
れ
等
は
自
ら

「

キ、
タ
キ
ァ
人
ビ

» ; 

し
て
居
つ
た
が

^

實
彼
れ
尊
の
船
：舶
は
凡
ゆ
る
國
の
览
暴
の
徒
ご
胃
險
家
の
集
合
所
で
.あ
つ 

た
。
解
傭
せ
ら
れ
た
る
ク
タ
ー
タ
の
傭

3

太
利
ぬ
、西
班
牙
及

^

亜
細
迎
の
敗
壤
都
市
の

-l
t

f 

R

M

も
见
暴
な
る
メ
ー
リ
ァ
ス

«

の
一
人
た

K

V

し

c
.

 

F
l
a
v
i
n
s

 

F
i

m
b

r
i

a

及
び
サ
ー
ト
グ
ァ
ス

I t 

，の
士
食
、敗
北
せ
る
靠
派
の

U

命
者
、換
言
す
れ
ば
、凡
ゆ
る

_

命
に
し
.て
而
も
不
敵
な

る

徒
^
は 

彼
れ
.等
の
中
に
抱
擁

.
せ
ら
れ
て
ゐ
た
。
此
の
新

/
a

な
る
國
家
の
標
語
は
政
治
的
社
#
に
對
す 

る
.
復
_

で
あ
つ
た
。

^

0

團
負
_
は
强
烈
，な
る
函
體
的
精

#

に
ょ
つ
て
結
合
せ
ら
れ
て
ゐ
た
。
 

彼
れ
等
は
典
の
栋

®

を
以
て
分
補
ビ
看
做
し
て
ゐ
た
。
彼
れ
等
：は：希
膦
の
沿
岸
都
市
ど
^
約 

を
結
び
、之

.れ
ビ
通
商
を
行
っ
た
。
彼
れ
等
は
ミ
ス
ラ
デ
ィ
チ
ー
ズ
及
び
羅
馬
民
主
黨
の

'

移
说

t 

同
®

,

:を
締
結
し
た
。
彼
れ
等
は
艰
西
の
海
上
に
於
て
サ
ル
一
フ
の
艦
隊
土
開
戰
し
た
。
其
の
首 

長
中
に
は
幾
多
の
：沿
岸
都
市

.
を
支
配
せ
る
も
の

'
が
あ
つ
た
。
羅
馬
は

：

海
上

〗

警
«
の
義
務
ヒ
茜 

し
く
閑
却
し
て
居

:

つ
た

.0

伊
太
利
丽
境
界
外
の
領
土
に
對
す
る
羅
挺
の

.

保
護
統
治
は
主
ど
し
，

:

て
®
事
的
守
誰
に
存
す
る
も
の
で
：あ
つ
た
。
へ
領
土
民
は
羅
馬
人
の
手
中
に

集

中

せ
ら
れ
た
る

K
:の
海
陸
の
防
備

.の
爲
め
に
彼

‘れ
等
に
對
し
て
祖

.，稅
を
納
付
し

.貢
付
を
行
つ
た
。
然
る
に
羅 

馬
は
與
ら

0

己
及

び

被

議

國

の

血

ビ

.財
資 

< を
以
て
艦
隊
を
準
備
す
る
の
義
務
を
遂
行
せ
中 

し
て
元
老
院
は

^

太
刹

3&
«*
隊
を
し
て
栲
腐
に
委
せ
し

.め
た
。
：政
府
は
ベ
沿
：岸
都
市
が
領
土
の 

费
用
を
以
て
傘

«

せ
る
船
艦
に
依
賴

し

た
。

®

土

E

は
芡
た

^

賊
の
：爲
め
に

ff
l

へ
ら
れ
た
る 

羅
馬
の
貴
顯
の
爲
め

R
解
放
料
を
出
捐
す
る
こ
ビ
を
す
ら
求
め
ら
る
ゝ
.こ
ビ
が
勝
タ
で
あ
つ
 

:た
。
I (

M
o
m
m
s
e
n
,
,

 o
^

.  d
t
'
s
.

 

4
2
-
4
7
0

0 

: 

■ 

固
ょ
り
羅
馬

A

ど
*

も
、幾
度
び
か
遠
征
軍
を
興
し

V

多
少
の
 

一
W

的
效
染
を
收
め
た
の
で 

.あ
る
：が
、何
等
系
統
的
永
續
的
の
：努
力
は
彼
れ
等
に

.
■し
て
行
は
れ
た
る
こ
ぞ
が
な
か
つ
た
ブ 

サ
ル
ラ
は
彼
れ
が

5 5
細

®

に

f

任
命
し
た
る
總
督

.等
に
沿
海
都

.市

に

艦

隊

を

準

備

す

可

，き 

訓
令
を
殘
し
た
の
で
あ
る
が
、そ
は
殆
ん
ど
實
行
せ

「

ら
る
、
こ
ど
が
な
か

0
た
。
紀
元
前
七
ナ 

九
部
に
執
政
官
代
サ

1
グ
バ
ソ
ア
ス

(Publius 

s
e
r
v
i
u
u
s
)

は
キ
リ
キ
：ァ
人
に
對
し
て
遠
征
を
行 

び(Liv. 

Eplt., 9
0
0
、

ァ
ィ
ナ

y

rc
s
a
r
i
a
)

人
を
降
し
、海
賊

1M
に
屬
し
た
る
諸
都
市
を
占
領
し
た
。
 

9

0;
。9
'
3
0
0

七
十
四
ヸ
、元
老
院
は
海
贼
を
一
掃
す
る
が
爲
め
に
前
年
の
舉
行
ァ
シ
ト

I 
ニ
ァ

. 

K

 

(
M
a
r
c
u
s

 A
a
o
n
i
u
s
)

に
艦
隊
及
び
全
地
中
；海

.岸
：の
司
令
權
を
與
へ
た
。
而
も
彼
れ
は
典
の
俾

笫
十
八
猞

(

ニー
セ
七)

餘
::
0

眾命期の辎馬

|:
於
け
る
社
會
_
爭
續
編 

第

九

挪

.

.:

九
七
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八
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ニ
七
八〕

：
論
說
本
命
期
の
羅
瑪

I-

於
け
る
，社
會
_

爭
績
編
ソ;
ノ

：

::'
:

游
九
钺
 

九

八
::
:

/ 

.

.

.

.

. 

.

命
を
完
ふ
す
る
こ

4

能
は
：ず
：し
て
、領
土
を
椋
奪
す
る
が
爲
め
に
典
の
權
カ
を
用

a

た
。
羅
馬 

の

艦

隊

.
は

ナィ
ド
I

 

二

ァ

(
cydoniay 

.に

敗

れ

"
ァ

ン
ト

f

一一 

ァ
ス

は
爾
後
幾
許
も
な
く
し
て
ク 

ネ
！
タ
に
沒
し
た
。
時
人
は
彼
れ
を
嘲
笑
し
て

cretiss 

€
純
名
し
た
。

: —

：：
.

ト 

t

:: 

.

.
而

も

平

和

を

享

有

し

得

ざ

る

も

の

は

啻

だ

に

.•海
上
の
み
で
は
な
■か

つ

た
。

首

^

に
於

て
も
？ 

又
は
伊
太
利
亜
內
の
吏
ら
に
人
口

.稀
少
な
る

.地
方
に
：於
て

>

、强
盗
は
日
常
の
事
故
で
あ
シ
、殺 

人
亦
た
顧
々

^
し
て
行
は
れ
た
。
外
國
奴
隸
及
び
自
由
民
の
誘
拐
に
對
し
て
特
殊
の
人

民
令 

が
發
せ
ら
れ
々
の
は
恐
，ら

(

此
の
時
代
で
あ
ら
ぅ

.。'

.又
た
地
產
の
不
..法
な
る
椋

奪

に

對

し

て 

特
殊
の
即
決

.手
續

.が
提
案
せ

.ら
，れ
た
の

.も
略
令
此
の

»
代
の
こ

S

で
あ
る
。
這
般
の
罪
惡
は 

貧
比
に
ょ
つ
て
犯
さ
る

 

>
の
常
で
あ
つ
；た
；か
、上
層
の
階
級
も
亦
た
芄
の
事
實
上
.の
發
頭
人
ビ 

し
て
、其
の
利
得
の
削
前
に
與
る
者
ヒ
し
て
等
し
く
：之
れ
に

11
與
せ
る
が
故
に
、危
險
な

る
性
質 

を
有
す

る

も
の
で
あ
つ
た
。

人
間
及
び
：埤
產
：の
拉
：去
：は

大

地

産

の

管

理

人

.

ょ

つ

て

敎

唆

さ 

れ
、此
處
に
聚
集
せ
ら
れ
た

S
奴
隸
の

1

隊
に
ょ
づ
て
遂
行
せ
ら
る
、

乙

ビ

が
極
め
て
多
か
つ 

た
.

°
而

し

て

彼

れ

等

の

；
主

：
人

た

る

-：
大
地
主
は
其
の
部
下
が
：斯

< 
の
.如
き
手
段
に
ょ
つ
.て
彼

b

等
の
爲
一
め
に
取
得
せ
る
所
の
も
の
を
.保
持
す
る
こ
ご
を
敢
て
辭
す
る
者
で
は
な
か

'つ

ft
。
而 

し
て
是
れ
等
の
奴
隸
友
び

®
w
,
'
の
集
幽
：が

.彼
れ

.等
自
身
め
爲
め
じ
此
の
掠
*
を
開
始
す
る
に 

至
：つ
れ
こ
ど
は
極
め
て
自
然
，の

*

過
.,
で
あ
る

V

云
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

(
M
o
m
m
s
s
,

 
op. 

c
i
r

s
.

OO
2
OO
4
0
0
 

:

伊
太

-利
砣
に
於
て
最
も

一

般
に
愛
好
せ
ら
れ
れ
る
娛
樂
の

一

に
.劍
士
競
技
が
ぁ
っ
た
。
劍 

士 

(
g
l
a
d
l
e
s
)

は
羅
馬
民
の
娛
樂
の
爲
め
に
競
技
場

(circus)
、

公
所
、若
し
く
は
後
世
に
及
ん
で 

は
：圆
形
劇
場

(
a
m
p
h
i
t
b
e
a
t
r
u
m
)

に
於
て
劍

(glpdii)

を
以

V

角
闘
す
る
者
で

ぁ

る

‘。
彼
れ
等
は
火
葬 

0

®

»

Q

o

g

u

s

,

 pyl.a)

に
於
て
奴
隸

^

び

«

虜
を
殺
す
の
習
慣
に
其
の
起
源
を
發
し
、ィ
ト
ル
リ 

ア

人

，
に

ょ0

て
初
め
て
觀
覽
に
供
せ
ら
れ
た
る
も
の
で
ぁ
る

w

傅
へ
ら
れ
て
ゐ
る

。

(
T
e
r
t
u
l
r

■
De spectaculis) 

12; 

Servius s
a
r
i
u
s

 H
o
n
o
r
a
t
u
s
'
A
d

 Verg., 

A
s
. X. 

5
1
9
0

.°' 
劍
士
は
紀
元
前
ニ
西
六

•
• 

.

. 

-

.

.

.

.

..

.
,
. 

. 

. 

.

.

十
四
年

M
a
rs.
s
及
び

Decitnus 

B
r
u
t
u
s

に
ょ
つ
て
其

の

父
の
葬
儀
に
際
し
て
家
畜
市
場

(
F
o
m

日 

B
o
a
r
i
l
)
.

 

k

於
て
初
め
て
觀
舞
に
供
さ
れ

た
。.ハ

y

a

，Ma
x
.
,

 

i
l

分

1
7
-)。

劍
闘
の
公
演
は

3
U
H
U
S

 

ビ
稱
ぜ
ら
れ
、之
れ
を

®

|
t

に
供
す
る
者
は

editor, 

m
u
n
e
r
a
t
o
r

若
し
く
は

d
o

m
f

ど
呼
ば

れ
、彼 

れ
に
し
て
若
し
私
人
な
る
場
合
に

■

は
公
演
當
日
に
は
長
官
職
の
：官
檩
を
；授
與
せ
ら
れ
た

o
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命
期
の
羅
馬
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於
け
る
*

會

_

爭

續

編

 

,

笫

九
«

1
C

Q
:

A
n
n
a
e
u
s

 

F
o
m
s へ
 E

p
i
t
o
m
A

 d
e

 

Gestis 

R
o
m
a
n
o
r
u
m
,

 

H
L
2
P
)
。

彼
れ
等

は

初
め
公
雜
の
際

.

に

限
つ

て
，
 

格
#

技
を
，
演
じ
た
の
で
め

「

る
が
、後

に

至

つ
て
は
大
多
數

の
願
要
な
る
人
々
の

葬
儀

並
^

に

婦 

人
の
教
れ
に
於
て
す
ら

演
出
せ

ら
る
、
に

至
.

つ
た
。

葬
儀
場
に

於
て

闘
ふ

も
の
は

tdu
3t
s
r
i
u
s

 

e

稱
せ
ら
飞

^
o

 

r
o
a
i
u
s
s
u
e
t
o
n
i
u
s
T
r
a
n
q
u
i
l
l
u
s
,

 

Vitae 

D
u
o
d
e
c
i
m

 

C
a
e
s
a
r
u
m
,

 

lulius, 

2
6
.

ン 

o 

私 

は
..
; 

®

o
葬
俄
の

際
•

に，
行
は

る
可
き
：霉
般
の

公
演
.

の
費
：
用
に

充
づ
可

き
を

遺

言
し
て

一
定

の
金

0 

を
'死
'
後

に

遺す

場
.
合
が

多

’
^
;
っ
た
 

0 パ(
Q

s.ntusr .soratias 

Flaccus, 

Safire 
ぬ.IL 

3.,

00
4
'

)

。

劍
士
の
格 

國
.

は
又

’た
羅
埸

貴
•

族

の

：
避
'
著地
た
る
力
：

ン
ぺ)

1

二

ィ>
.

に

於
て
彼

れ
等
の
響

宴
に

際
し
て

' 行
、
 

は
.

れ
.
た
。.：
又
た
ゆ
造
營
司
が

入
垃
の
；

歡
心
を

H

は
ん
が
爲
め
に
迓
赀
を
投
じ
て
夥
；

し
'-

く
多
數 

の
劍
士
を
出
浈
せ
し
む
る

.
£

は
脒
に
ニ

3

せ
る
，が
如
く

で
ぁ
る
。，

劍
士
は

»

虜
、奴

.

.隸
及
び
.闪 

人
若
し
く
は

素
ビ

自

由

：：民R

し
て
之
れ
を
志
願
せ
る
者

で

ぁ
.
：つ
；た。
■賃

銀

を

得
る

' 
が
爲
め

t
e
. 

劍
.士

d

爲
れ
る

も
の
は

a
u
c
t
o
r
a
i
i

ビ
稱
せ
ら
れ
、

S

の
M

姐
は

a
u
c
t
o
r
a
m

 :
n
t
u
m

於
し
く
は

gladiat? 

r
i
u
m
:

ビ
呼
ば

'

れ
た
o 

(suet., 

ov-
c
i
t
:
, 

Tiberius, 

7
.
)，

北

ハ

和

政

時
代

：.：

在

つ

て
も
、
®
ti
l

民
ビ
し
.て

. 

生
丨
れ
た
る

<

 

の
が
劍

~
士
ビ
し

':
'

て
_

ふ
.

こ

ぢ

は

マ

ぁ

つ

た

が

バ

卜

デ
X

X
V

5 ;. 
2
1
)
、

斯

く

の

如&

は

求

だ
- 

下
，
屑

階

級

に

臈

す

る

：者

：の
：
み

|:
.

限
ら
れ
、這
般
の
職
業
は

一

.

定
の
.人
令

.に
：；

對
，し

-t
J i

•幾
多
の

靜

因
.を
有
し
て
居
つ

.た
:が
、而
も

」

賤
劣
な
る

V

の
，

.̂
:看
做
さ
れ

V

ゐ
汷
。

.
劍
出
崦
訓
練
場
贷

dus 

g
p
d
f
a
t
o
H
U
S
)

內
に
閉
鈹
せ
ら
れ

、.ianistae 

.ビ

.稱
甘
ら
れ
た
る

'者
の
訓
練
を
受

.け
れ
。

!
1

乾sta 

め
下
に

.狂
る
劍
士
の

全
.：

體
.は
往
々

「

に
し
、て
家

.族

_

體
ノ

9

3
蒙)

;
ヒ」

寧
せ
ら
れ
：た
1

彼
：れ
_

は 

m

e

:

.
の
財
產
で
あ
つ
て
劍
士
.の

仕

合
を
公
演
せ
ん
こ
を

欲

する

.者
に

贷

..雄

.さ

る

：
.、

場̂ 

ビ
、市

1£
'に
.屬
.す
る
場
：合
ビ
が
あ
る
。
後
者
の
場
合
に
は
市
民
は
公
演
の
自
的
を
以
て
彼
れ
等 

;を
所
有
し
、

を
，赝
，つ
て
之
れ
を

_

練
せ
し
め
力
の
で
あ
る
。
彼
：れ
等
は
其
の
體
力
を
增 

進
ず
る

'が
爲
め
に

gpdiatoria 

sagina 

S
稱
せ
ら
"れ
た
る
滋
養
に
富
め
る
食
料
を
與
へ
ら
れ
て 

ゐ
^
。：
劍
圃
技
〃
は
初

.め

.木
劎

.

(

2
^
 ̂

に
類
す
る
も
の
を
以
て
鬪
は
れ
た
る

 ̂

:

鬪

(praelusio)

に
始

：'_
1

り
：喇

|1
/
\
'の
：響
ご
共
に
.眞
‘劍
，の
勝
負
に
移
る
.0
敗
れ
.た
る
劍

±

は
‘降服
の 

徵「

證
士
‘し

て

其

；の
武
；器
を
.下
げ

'る
。
.而
‘も
彼
れ
箏
の
連
命
ば
觀
杂
に
委
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

':
彼 

れ
.等
に
し

.

て
此
の
敗
殘
の
劍
士

:0
殺
さ
る
 

> 
こ
，
f
を
欲
す
る
場
合

'に
は
、彼
れ
等
は
其

0.
拇

_ 

を

.上
に
向
け
、其
の
潜
恕
を
欲
ず
る
場
合
に
は
、ハ
ン
ヶ
チ
を
振
る
の
で
あ
る

:0(

P

F K
.

 

N
.
,

, 

X
X
I
,

 § .25.;. M
.

 

Valerius 

M
a
&
a
l
F

 

E
p
i
g
r
a
m
s
a
f

 

X
I
L

 

xxix, 7.)。

■'
.優
勝
者

.は
棕
櫚
の
枝

(

U
3
a
> 

を
興
へ
ら
る

、

の
.常
で
：あ
る
が
^

れ

等

は

又

た

往

々
に
し

.て
-貨

幣

を

以
て

«

頭
せ
ら
れ
る

0 
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第
十
八
怨

(
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1
}

八：5

論
：
k

:

革
叙
期
の
羅
跋
に
於

'̂
る
舭
會
翻
爭
擻
編

. 

.

群
九
.
跳
‘

一
〇
ニ

(suet., ,op. 

cit, 
Qaudius「

2
I

:o。

：
老
劍
士
其
の
他
の

.

者
は
.
«
客
の

■繫
求

K
ょ
6

主
：
宰
者
に

ょ
つ 

て
解
除
せ
ら
れ

る
：タ
'
劍
士

*

場
に
：入
，る
俞

.に

.自
由

民
沒
り
：し
者
は
；解
除
せ
ら
^

、̂
6
典
に
»

 

び
.
自
；S

.

民
ご
爲
る
？
而

' 

i
以
前
に
奴
隸
：た

_，り
し
者
ば

「

自
由

.の
： .

帽
子
/

p
m

i
,

被
*

者
：
が
；其
の
.新 

た

な
る

5

位
の
，記
號

V
J

し

て
戴
け
る

も
の
。

斯

く

て

p
pupnleos 

y
o
c
a
r
e

な
る
辭

句
は
即

.^「

解 

放
す
.
る
J

t
 w

を

意
味
す

る)

受
く
る

^

非
ざ
れ
ば
、再
び
同
，一

.
の
境
.遇
に
復
歸
す
る
も
の
で
ぁ
を
。
 

而

«>
鄭
士
た

6

し
：者
-

は
常
.
に
：其
の
體
：面
を

0
し
た
る
も
の
ビ
看
做

9'
れ
、從
つ
て
；又
た
彼
れ

.
が 

後
に
室
つ
て
、縱

^

騎

±

階
級
た
，る
資
格
を
得
る
に
足
る
財
產
を
取
得
し
た

'!
)
:
'ビ
：す
る
：も
之
れ 

を
：取

得

す

る

こ
じ

を

#
ざ
り

し
が
：如
く

で
ぁ
る
？
1
.而

し

^
劍
：.士
練
場
に
瑪
ら
れ
た
：る
.奴
翁
は 

m
n
:最
下
級
の
被
放
，民
：(peregrins 

d
e
d
a
d
u
s
)

の
地
位
を
取
得
す
る
に

®

ぎ
な
い
っ

h
o ;.
f
L
e
x

Aelia:.sentia;.  A
.

 

P

4
•
參

照

)

。 

,,

:
紀
元
前
七
十
三
年
、

一
:

群
の
劍
士
は
ニ
名
の
ヶ

..ル
タ

-人
の

.奴
隸

Orixus 

.及
び

.
0言

3

|
ノ
並
び

- 

に
メ
レ

I

シ
ア
人
ス：

パ
：
ア
：
タ
リ
•カ
ス(spartacus)

の

辑

下

«;
カ

ビ

ユ

ー

ア

に

於

け

る

L
e
l
u
s

 

の
劼
練
場
を
出
で
、
グ
土

 

,シユ

.丨
ダ
ィ
ァ
ス
ー

(

y
g
g
c
&
w

)

山
の

.噴
火
ロ
に
立
て
籠
つ
た
0
初
め 

は

値

か

に

同

勢

七

十

四

八

に

過

ぎ

な

か

つ

た

が

、彼
；れ
'等

0
數

^
急
.速

1:
:
''
;

»
加

ム

た

。

舉

勺

1

0
i、‘.

Iv
!；

p.
Q

l

u

s

p

l

e

r

ii
三
中
の

兵
を

以
て

之

れ

を
封
锁
し

.た
。
.而
も
メ
パ

ー

タ
/

ス
.は
攻
圆

® 

を
：擊
つ
て
之
れ
を
走
ら

.し
た
。

此
の
時

ょ
ら
し
て
ス

パ
！

タ
ッ
タ
ス
め
_

は

伊
太
利

35
全
士
に 

響
い
た
。：彼
れ
は
公
然
羅
馬

9
敵
な

h
, 

し
、總
ベ
て
奴
隸
若

し
く

ば
虐
げ

ら

れ
れ
る

潸. 

に
匀
づ
で
皮
れ
の
，間
：圆
に
集
り
、解
放
戰
に
參
加
す

-可

き

こ

ど

を

.促

し

声

^
由
を

ィ
せ
ざ
ズ 

者
及
び
財
產
を
横
奪
せ
ら
れ
た
る
者
、外
國
人
及
び
伊
太
利
萠
人
の
多
數
は
彼
れ
の
檄
に

It
じ 

2 

0
地

y

民
は
典
の
保
有
地
を
去

.
6、收
者
は
其
の
羊
べ

^
^
^
^
^
れ
を
棄
て
、奴
*
は
其
の
主
人
を
離 

士
四
人
は
其
の
牢
獄
を
破

り
、
强
制
勞
働
者
は
^
の
鐵

鎖

を

斷

つて
：；

悉
く
羅
揭
の
懲
罰
者
た
ゐ 

彼
れ
の
旗
下

R
參
じ
れ
。
彼
れ
等
の
數
は
幾
許
匁
ら
令
し
て
四
萬

A

に
達
し
た
。
彼
れ
綠
姑 

像
奪
を

f

ひ
’火

を

放

ち

な

^
ら
、力
，
ン
ベ
ー

一一
 

ァ
を
蹂
®

し
’多
數
の
强
大
な
る
都
布
を
製
擊
し 

た
。
奴
隸
は
固
ょ

:̂
其
の
主
人
が
彼

.れ
等
に
示
し
た

^
以
上
の

-B
悲
.を
.其
の

#

虜

.i
:

s
;t
こ
.；
 

w

が
な
か
つ
れ
。

ス
パ

i
ダマ
ヵ
ス
は
其
の
部
下

Q

览
暴
女
抑
制
し
彼
れ
等
を
し

.1
:

«

#
た

 ̂

W

爭
を
遂
行
せ
し
：

V

る

が

爲

め..
1
に

其

の最
善

め
力
々
致
し
龙
の
で
あ
る

が
、
終
に
無
效
で
あ
つ
，

:ヤ
。
.：其
の

rt
s
l隊
の
椋

.奪
欲
は
：，ス

パ
ー

タ
ッ
力
ス
を
し
て
其
の
勝
別
に

^

じ
若

^

く
は
機

R

臨
ん 

で
興
の
欹
を
擊
つ
こ

w

を
得

W

じ
め
た
る
原
因
の
一
で
ぁ
つ
犮
。
彼

a

は
又
た
其
の
跟
險
を 

:

第
十
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j

):

四

. 

構
成
せ
る
ヌ
レ
ー
シ
ァ
人
、シ
リ
ァ
人

y

丨

,

人
、日
耳
曼
人
、伊
太
利
萠
人
等
の
秫
+
な
る
人
種 

を
し
て
永
く
一
 

致
せ
L
 

V
る
.の
困
難

「

を
看
出
さ
な
け
抓
ば

.

な
ら
な
：か
つ
た
。

卜
:'
而
も
ス
パ
ー
气
ヵ
ス
は
此

0
爲
合

.の
_

を
率

^
て
、
®

元
前
七
十
三
年
ょ
•り
同
七
十
一
年
に 

i

日：つ
て
逐
次
羅
馬

.

S
大
軍
を
被
；

\

而
し
て
ァ

.グ
ぺ
ヌ

0

山
麓
ょ
'
伊
太
利
蓝
半
鳥
の
最
南
隅 

に
至
る

.ま
で
悉
く
劍
±
の
辕
奪
に
委
せ
ら
れ

た
。

下
部
#

本
利
琿
の
.奴
隸
は
躭
に
自
由
を
得 

た
。：：：

4

や
彼
.
れ
の
意
圖
す
る
所
は
羅
馬
人
が
其

0
驚
愕
ょ

6
,我
れ
に
歸
ぅ
、其
の
偉
大
な
る
將

: 

军
ボ
ン
ビ
：丨
ァ
ス
及
び
ジ
ユ

;'
丨
ヵ
ラ
ス

(

1

^

 ̂

L
f
d
n
i
g

 

L
U
I
U
S
)

並
び
に
其
の
軍
圓
隊
わ
在
還
；
 

す
る
に
北
立
つ
て
敏
速
に

’北
方
に
進
軍
し
、伊
太
利
亜
全
土
に
瓦
つ

T :
:其
の
釋
放
の
事
难
に
對 

し
て
妨
害
た
る
ー
切
の
物
を
打
破
せ
ん
-
す
る
に
在
づ
た
。
而
も
脒
に
羅
馬
人
の
血
を
味
へ
.：
 

る
，其
の
配
下
の
將
軍

.及
び
軍
隊
は
這
般
の
勤
書
に
對
し
士
頑
强
な
る
反

「

對
を

.行
つ
た

。
::
_

 

の
S

は
ニ
つ
に
分

'れ
た
。

ゴ
ー
七
人
及
び
日
耳
曼
人
涔
の
引
率
の
下
に
羅
馬
市
に

に
歸
依
し
て

® 0

た
。

而
も
七
十
一
一
年
兩
執
t

官

及

び

：

j
.

奉

行

ギ

三

個

の

强
大
な

る
；軍
.隊を 

率

a

て
奴
隸
軍
に
向
へ
る
時
、兩
派
は：

〗

時
:.
-其
の
：淡
裂
を
.彌
鏠
し
た
が
、眞

の

結

令

は

得
ら

れ

'ぶ

か

0
.
た

.0
斯
く
て
ス
：

パ

ー

ダ
ッ
カ
ス
は
四
离
の
兵
を
以
て
、ク
ラ
イ
"ク

シ
ア

ス
は
三

興
の
兵
を
、率 

S

て
別
個
に
進
ん
だ
。
後
者
は
奉
行
ア
ジ
ア
ス
パ

Quintus A
r
H
U
S
>

0

爲
め
に

K

ビ
r

リ
ア

な
る 

.ガ

.

.

.
1
/
.

ゲ
1

ナ，ス

'山
' ..(o

a
r
g
a
n
u
s

 

..Mons)'-.

に
.破
ら

.
れ

、
ク
'
.
.
.
ラ

イ

ク

シ

r.
:
ス
.は
..働
死
を
遂

け
.

^
か

、
ス...
ハ
 

I

タ
ッ
力
ス
は

北
部
に
於

て
兩
執
政
官
レ
ン
チ

ユ
ラ
ス

(cneius L
e
n
t
u
i
u
s
)

及
び
ゲ
タ
ア
ス

(

n

s
p .

s 

G
e
n
i
u
s
)

並
び
に
ア
リ
ア
ス
に
對
し
て
連
戦
連
勝
の
勢
を
示
し
た
。
彼
れ
は
ク
ラ
イ
ク
シ
ア
,ス
 

の
爲
め
に
：莊
嚴
な
る
葬
憐
を
行
ひ
、又
た
皮
肉
に

も

*

馬
人
の
捕
虜
三
百
人
を
し
て
全
ス

パ

I 

タ
ッ
ヵ
ス

W

の
面
前
に
於
て
劍
士
競
技
を
行

ひ
、相

瓦
に
屠
：殺
せ
し
め
た
。

:K

パ
丨
タ
ヮ
カ
ス
は
：其

の
部
下
に
促
さ
れ
、其
；の
本
隊
を
返
し
て

「

南
.に
向
つ
た
。

彼
れ
.は

ビ

シ
 

i

ム

I

I

の
大
戰
に
於

5

 

J

新

S

る
_

の
奉
行

f

破
つ
た
。
彼
れ
戈 

の
.軍
.隊

を

下

部

伊

太

利

，亜
，に
進
め
、、\

ユ」

リ 

以
：て
自
由
®
た

る

可 

ぐ
宣
讀
し
、仁
慈
.な
る
：法
：制
を
；發
布
し
た
。

彼

れ

は

ク

ー

ル
ゴ.

ス

(

き
§
^「

o
c

)

.

w
代
の
ス
パ 

J
タ

を

典

型v

せ
る
_

家
"を
：下
：部
伊
太
利
：亜
':
'
.
:
に
：
建

設

；
せ

：
ん

ど

す

：
る

^

計
攝
を
立
：て
た
る
の
形 

跡
が

；#
し
て
ゐ

る
。
'
彼
：れ
琪
金

«

の「

使
用
を
廢
し

、
-切

の
生
活
鸯
料
に
鰣
む
て
低
廉
な
る
儇 

格
を
定
，め
、節
.素

な

る

ス

パ

ー

タ

«
の
生
活
を

獎

勵

し
、
彼

れ

の

保

護

0
;
T
に

生

活

せ

る
諸
國
の 

辦
十
八
猞(

1
l

i
>

論
’

耽
：

革
命
期
の
羅
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に
於
け
る
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曾
制
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.

G

#者
を
打
つ
て

I

圓
ミ
成
し
、彼
れ
.等
を
訓
練

し
て

軍

事

上

の

.能

率

をJ:
げ
し
め
ん
ど
し
た

9 

;

羅
等
政
府
は
今

^
 

マ
1

カ
ス
，ク
ラ
ッ
サ
ス
に
娄
ね

.た
。
' 
彼
れ
が
メ

 

I

ジ
ア
ス
黨
の
財
產
公
賣
に
際
し
て
殊
に
强
愁
な
る
態
度
を
示
し
た
る
こ
ビ
は

te
に
之
れ
を
述

•
 

.

.

.

. 

: .
.
.
.
.
.
.
.■

.
.
.

ベ
だ

9

彼
れ
は
羅
馬
に
火
炎
の
起
る
こ
ビ
頻
々
た

.る：

.を
見
、罹

.炎
中
の

■家
屋
.及
び
其
の
附
近
の 

家
尾
を

.廉
價

に

購

入

：し

®:
め

組

織

し

®

け

る

奴

«

の
浪
防
隊
を
'派

し

，，
て
，
消

火

に

從

事

せ

し

め

、
：
. 

而
し
て
後
、破
壤
せ
ら
れ
た
る
も
の
を
改
築

し
、斯
く
て
漸
次
-羅
場
に
於
け
る
大
部
分
の
家
皆
を 

所
有
す
る
に
至
つ
た

0

彼
れ
は
又
た
奴
隸
を
養
成
し
、其
の
賣
却

^
由
：っ

て

互

額

の

利

益

^
收 

め
た
。
、
?r
く
し
て
當
初
僅

：

が
に
三
百
タ
レ
ン
タ
ム
を
出
づ
る
こ

$

の

な

か

つ

た

彼

れ

の

^

避 

は
.後

に

至

つ

て

七

千

-
百

.タ

レ
，ン
タ
ム
の
.車

額

に

達

，
し

た

。

;;
此
：の

〗

大
富
豪
は
七
十

 

一'年
を
以 

て
寧

:«
職
に

«

げ
ら
れ
、執
政
官
代
カ
シ
ア
ス

(
c
a
i
u
s
n
i
.
u
s
)

及び奉行マンタアス

(cneius 

Manlius)

の
敗
北
の

.
後
を
受
け
て
、貧
民
軍
討
伐
の
任
に
當
つ
た

0 

7ス
パ

1

タ
ッ
カ
ス
の
陣
營
中
に 

は
復
た
も
分
離
が
生
じ
た

'0
ク
ラ
ッ
サ
.ス
は
.ゴ
.
1ル
人
及
び
日
耳
曼
人
ょ

-cv

成
る
賊
軍
を
破

K 

其
：の
將

G
r
a
n
i
c
u
s

を
如
め
ビ
し
て
三
离
五
千
を
殺
し
た

0;
而
も
ス
パ

ー
タ
ッ
カ
ス
は

猶
ほ
ク

ラッ 

サ
ス

«

に

對

し

て

幾

多

の

小

勝

を

.#
た

の

で
あ
る

.が
、
終に

s
n
a
s
s
何

のj

戰

に

肷

れ

て
V

.

ん

だ
。
而
も
彼
れ
の
名
は
帝
政
羅
馬
の
末
期
に
至
る
ま
で
羅
馬
人
の

\
脅
威
ビ
爲
つ
て
殘
つ
た
。
 

(

ス
バ

I

タ
ッ
力
ス
に
關
す
る

本
源

的
資
料

ビ
し

て
は

F
o
s
s
, 

op. cit. Hi. 

1
9
,
2
〇
；
Liv., 

E
p
i
r

9
5V6
7
;
 

Appianus, 

w
. C,

 

I

.*II

'0\-I2
0

 ; H
o
u
r

o
rassus, 

8
-
n

 ; 

Pompeius, 

2
1
; 

Veil., 

i-
3〇
r 
声

に

據

る

可
 

き
も
の
で
あ
る
が
、簡
單
な
る
資
料
に
依
賴
せ
ん
萃
す
る
時
は

'M.

 

B
e

e
r

の
近
業

「

社
會
鬪
爭
史

」
に
 

據
る
を
捷
徑
ビ
す
る
。

Beer, 

o
p
. 

cr

p
p
. IS

5
-I^

f
s

に
も
其
の

數
章
句
，を
抄
出
し
た

)

。
■

ス
パ
ー

タ
ッ
カ
ス
の
叛
亂
は
、海
賊
の
樺

行

ビ

共

に

、此

の

世

界

的

國

家

，の
ね
:!
)
.つ
、
あ
る
焰
險 

を
徵
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
此
の
戰
役
に
際
し
て
は
奴
隸
は
戰
士
で
あ
り
、劍
士
は
將
軍
で
あ 

つ
ft
。

史

家

フ

ロ

ー

ラ

ス

の

言

の

如

く

，前
者
，：が
最
下
の
階
級
ょ 

>
成
り
、後
蓉
が
最
も
輕
幾
せ 

ら
れ
れ
る
階
級
ょ

!>
■
出
で
た
る
こ

€
は
危
險
の
分
子
に
對
し
て
嘲
笑
の
^
れ
を
加
ふ
る
も
の 

で
あ
つ
た
。

(

a
。で

O
P 

0
? 

8

0
0

「

斯
く
の
如
き
事
情
は
叉
た
六
十
三
年
の
力
チ
ラ
ィ
ナ

(Lucius 

Sergius 

c
a
t
m
n
a
)

の
謀
反
に
對
し
て
薪
木
を
與
へ
た
る
も
の
で
あ
る
。

:

{附
記

)

：
吾
人
ば
姑

<:
愛
に「

革

命

期

の
羅
馬
，に
於
け
る
社
會

HI
爭」

續
S

の
筆
を
收
め
て
运

ら
 

に「

キ
ヶ

.l
i
及
び
其

0
時
；代

」

に
於
て
之
れ
が

•續
稿
を
起
さ
ん

S
す
名
。
:：
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